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全国筋無力症友の会大阪支部
設立35周年記念誌

35年のあゆみ
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翠さん

　

デザイナー・建築家

(表紙デザイン・人阪中之鳥中央公会堂)

■プロフィール■

　

神戸女学院中高部、ニューヨークのプラット

インスティテュートに業デザイン利･卒、帰国後

オリエンタルホテル新館建設時にCI導人でデビ

ュー、グラフィックから景観にわたる広範なデ

ザインを行う犬一級建築し国際デザイン交流

協会評議Ｈ、総合デザイン|窃会理事、人ｒ前大

学敦授等々と多忙。著書「効果的なデザイン作法」

他多｡人阪府顧問、西宮Iμ民文化賞、優しさと

大才的個性の人。浅野支部長の心強い友人で長

年の人阪支部賛助会八。感謝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（あさの）



○大阪支部35年のあゆみ
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悩んでいませんか

全国筋無力症友の会
[大阪支部]

○

●支部ニュース

●医療講演会

●医療相談会

●医療情報

●会員交流会

●ヘルスノート

●希望とともに生きる

　(VTR)

●インターネット

●小児検診

●眼科検診

〒565-0851

　

大阪府吹田市千里山西６

　

２７

　

２

　　　　　　

TEL

　

06(6821)2718

　　　　　　

FAX

　

06(6821)2717

　　　　　　

代表

　

浅野十糸子

●ＨＰ

　　　　

http://ｗｗｗ.power.ｃｏ.jp/tm/MGOSK

●Eメール

　

mgosaka @ power, co. jp
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全国筋無力症友の会

大阪支部ニュース

NＯ。1
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多くの人々に支えられ

　　　　　

はげまされて35年

岬いっきり歌ってみよう
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○大阪支部35年のあゆみＣ

全国筋無力症友の会大阪支部

　　　　

｢35年のあゆみ｣刊行に当たって

５

全国筋無力症友の会大阪支部

支部長

　

浅野十糸子

　

35年|資、ＭＧの後遺症を抱えたまま新米講師の道を歩み始めたばかりの私は、その年（昭

和46）の７月、束京でＭＧ友の会結成準術会が亡き武田治r･会長と宇尾野公義先生（現

国立静岡神経仄療センター名誉院長）たちの于で開かれると聞き、大阪からただ一人参

加して生まれて初めて同病者たちに出会いました丿人きな衝撃でした。人間が変えられ

ました。それは仲間を知った喜びであり、クリーゼで亡くなるという仲間の悲惨な現実

に対する怒りでしたレ応びと怒りに背を押されるようにして帰阪すると、新聞で川病者

に呼び掛け、９月には、阪人病院の待合雫に集まった26名の仲問たちと人阪支部結成と

なりました。

　

以来、皆で走りぬいた阿修羅のごとき人阪支部の草創期には、医療と福祉の狭間に呆

然とし、幾人もの仲間をクリーゼで失い、代替医療の先取りのように甲田療法に取り組

み、人阪難病連を結成し、府に「人阪筋無力症研究会」が生れ、ある時は、仲間たちの

詩文や絵を集めて文集「ひこばえ」を発行したり、それでも友の会って何？といつも問

われるものがありました。しかしやがて、ＭＧのヤ川こ繋がる私たち心者会には、確か

に仲間を愉し、医療や行政を変えていく力のあることを冊但し、また楽しくなければ患

者会じゃ無い！をモットーに、お楽しみのある小児検診、西日本合川レクリェーション

等など、後を振り返る暇があればその分新しい何かをしたいと、ひたすら前を向いて歩

んで来た私たちでした。気が付けば30数年がいっの川にか過ぎていました。余りの刻の

?-さに愕然とした昨年秋の役八会で、誰からともなく今までの記録（支部ニュース136冊）

をまとめようと声が十｡がり、この「35年のあゆみ」を編集・μ』行することとなりました。

編集方針ぱ目で見る人阪支部のあゆみ”と、至ってシンプルです。

　

医療面では、“重心筋無力症は最も治療研究の進んだ希望ある難病”と言われるまで

の現状を築いて下さった先生方、ある時ぱ’恐怖の人阪支部（浅野ド’と根気良く付き

合って下さいました諸先生方に、この皮も貴重な原柚をお願いすることとなりました。

厚く御礼を申し上げます。

　

悔しくも大阪支部の歴史の途上で別れざるを得なかった多くの亡き友に、裏惜の恕い

を込めて、また30年以トも、支部活動を愛情深く支援し続けて下さっている竹助会員の

方々や友人たちに、そして今も共にあゆみ続けている仲間たちに心からの感謝をもって

この記念誌を捧げることができればと思います。本当にありがとうございました。



35年の仲間たちへありがとう

記念誌Cこ寄せて

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

宏

６

全国筋無力症友の会

　

代表・茨城支部長

横

　

尾

　

人阪支部35川年記念の総会おめでとうございます｡､長年にわたり中身の濃い活

動を積み重ねられてきたことに対し心から敬意を表します。また、全国の友の会

の中心的役割を果たされていることに対して深く感謝中し上げます。

　

共に歩んできた仲問の一一人として先ず思い出すのは、全国筋無力症友の会の準

備会と結成大会（昭和46年）です。熱気に包まれた結成大会では浅野支部長が準

備会と大阪の渠会で同病仲間に出会えた’序びと関西での実情を報告されたことが、

強く印象に残っています。私は２人の付き添いで参加し体験発表しましたが、立

ち続けられず喋り続けられずとＭＧ症状を身をもって披露した苫い思い出が蘇りま

す。

　

以来、大阪支部は広く近畿・中国・四国の会八をカバーし全国の会の片翼を担

う柱として本部武川会長を支えてこられました。充実した活動と「人阪支部ニュ

ース」は茨城支部など多くの支部の良き手本となってきました。広報ビデオやホ

ームページ「西川本」は全国友の会に代わって情報発信の役割を米たしていると

認識しています。

　

私個人にとっても、甲田式療法から採り入れた節食主義・温冷浴・呼吸法は、

バットの素振り（､Q､子の誕生口祝いに買ったバットは初期には私の杖としても使川、

同復への祈り棒でもあった）とともに、30余年問励行しており、私の健康回復に

貢献しています。また、大阪支部共催の全国総会（京都、1982)はMG悪化以来最

も遠い旅行であり感慨深く、私の体力川復へ自信を取り戻すきっかけともなりま

した。

　

35周年記念の機にあたり大阪支部の友人・仲問たちへ改めて心からの感謝を捧

げるとともに、今後とも引き続き全国活動をリードする役割を果たされるよう希

望します｡。



全国筋無力症友の会

大阪支部設立35年の時に思うこと

フ

名古屋市立大学

正

　

岡

名誉教授

　　

昭

　

令国筋無力症友の会大阪支部が発足して35年を迎えられるとのこと、心よりお慶び|11し

あげます。

　

私は今74歳になりますので、35年前というと、40歳前後ということになります。ちょう

ど阪人の第‥外科での診療・敦育にし･番油ののっていた頃にあたります。

　

私か出張先から大阪に帰局したのは、曲直部心人先生が教授に選出された時で、肺、縦

隔研究班のチーフになりました。阪人に帰局した時にｰ番而くらったのは、重症筋無力症

に対する胸腺摘出術でした。当時このｒ術は大学病院でしか行われていませんでした。全

国的にみても、阪人、慶応くらいではなかったでしょうか。

　

ＭＧに対する胸腺摘出術は、まだその理論的根拠が明らかではありませんでした。です

からこの手術をする時は、何か後ろめたい気持ちを感じていました。ところが私の丁･術第

２例日の女性患者の術後、握った手の握力の力強さに私はこの手術の効果を確信しました。

それからずっと、胸腺は私の学問的興味の中心であり続けました。

　

35年前は、私か帰局して数年経過した頃であり、この手術の経験がかなり薔積した時に

相当します。当時はこの于術は極めて危険な手術とされ、術後の呼吸性クリーゼに対処す

るため、病室に泊まり込んで監視していたものです。

　

効果のみられた方は少数であり、呪気を失ないそうになったこともありますが、あの握

力の力強さを信じて、実施を続けてきました。

　

発足肖時のＭＧ友の会は、忠者さんや家族の方々の絶望的な告∩で満ちていました。泣

き伏す方や机を叩く方が人勢いました。私はこれらの方々のために手術成績の向上に努め

ることを改めて決心しました。

　

私か43歳の時、肺結核が再発し、一年間の療養生活を送りました。教室に帰ったとき、

病室は胸摘術後、手術効米の塊れない患行さんでｰ杯でした。頚部からの胸摘術の結果だ

と直感し、手術術式の丙検討を行いました。その結実が“拡人胸腺摘出術”でした、この

方法は現在世外巾の施設で、アプローチの差はありますが、基本的術式として行われてい

ます。ＭＧ友の会のあの熱気が、私の背後にあり、勇気を奮い立たせてくれました。厚く

御礼申し上げます。



８

大阪支部の皆様へ

創立35周年に寄せて

高

　

橋

　

光

　

雄

元近畿大学医学部神経内科教授・高橋西梅田クリニック名誉院長

　

この皮は友の会結成35川年を迎えられ心よりお喜び申し上げます。創設以米長年にわたり

浅野十糸子支祁長はじめ垣渕忠さん、池田公了さんほか多くの役Ｈの方々は献身的なご活躍

を続けられました。ことに充実した友の公ニュースを135号に至るまで発行されたのは驚異

的な努力によるものであります。筋無力症(M(;)を診療・研究テーマの一つにしているも

のとして、公私ともども多くの協力をいただき深く感謝申し十｡げます。中でも10数回に及ぶ

ＭＧの検診活動やＭＧ会員アンケート訓介などでは人きな力をいただきました。

　

最初のＭＧ検診は昭和48年３月、阪人病院で実施しました丿人阪府筋無力症研究会（昭和

47年発足）と友の会の共川作業です／I町川光夫（阪人２内教授）、正岡昭（阪人１外）、宮

崎元滋（住友病院）、岡本祐三（阪大公衆衛生）先生なども検診に参加されました。41名の

みが受診され、28ylがＭＧでした。この直前にＭＧの予後に関するアンケート調杏を135y,に

対して行いましたが、いずれの成績でも胸腺摘出術を受けた方々の臨床経過が受けない方々

より明らかに勝っていました。これらの結米は厚生竹班会議で報旨するとともに患者会全国

紙（希望３号）にも発表しました。阪人１外（正岡、門田康IIﾐ先生）では昭和47年より再発

予防のため胸腺川囲の脂肋組織もすべて摘出する拡人胸腺抽出法を実施されましたが、益々

術後寛解率が商くなりました。これらの成績を受けて人阪のみならず全国規模でＭＧ患者さ

んが胸腺摘出術を積極的に受けられるようになったと思います。

　

ついで、昭和55年８月高松市においてＭＧ検診札淡公を開きました。39ylが受診され、Mc;

は15ﾔ1でした。ＭＧではない珍しい筋肉疾心が比出されましたレ介川県支部の宇草正行さん

や大阪支部の役員、県職貝の協力を得て、阪大２内神経内科グループが担肖しました。検診

批肖医のほとんどが栄転され、現在、香川人学剛学長、刀桃山病院剛院長、余良仄大神経内

利･教授、兵庫医人神経内利･教授として活躍しておられます。お近くにお住まいの方はこれら

の施設・先生方に遠慮なくＭＧの相談をして下さい。

　

人阪府では人阪府スモン訓査研究会（45年発足）や十｡記筋無力症研究会を統介して昭和49年

から大阪神経筋難病研究会が結成されましたが、その活動の･環として、昭和61年から府立

病院において神経難病全般の検診ならびに生活福祉相談会が毎年日日I開かれるようになりま

した。医療検診のみならず、くすり、リハビリ、栄養、介護、障害、患者会、地域サービス

など、すべてにわたるきめ細かい指導、相談、案内が実施されました。これには府下の多数

の保健士さん、各ヴ門の方々、いろいろの心者会代衣が参加されました。10年間の受診難病

としては、パーキンソン病19,118f,が最多で、ついで筋無力症513ylでした。この検診会は大

阪における神経難病検診活動の出発点・モデルになったと思われます。これに刺激されて、

吹川市・東人阪市・堺市などでも川様のメニューを持つ検診会が拡人してゆきました。これ

らの各地の検診活動のほとんどに浅野支部長はじめ役貝の方々が参加され、難病患者公全体

に対する指導的な役割を果たされたと思います。MG友の公の益々実りのある持続的な活動

を祈念申しllげます。



35周年を記念して

　　　

難病治療の難しさ

Ｃ

９

国立宇多野病院名誉院長

　　　　　　　　　

西

・京都武田病院顧問

　

谷

　　　

裕

　

和III筋無力症の友の会が､誕生して35年が経ったことに、年月の経つ早さに驚くとと共に、rｋの会」

を人切に育ててこられた関係者の皆さんに感謝したいと思います｡

　

私は咄和39～41年の問、米国ミシガン人学で臨床神経学の勉強をして帰ってきました。教雫では教

授が深瀬政市先生に代わっていて、免疫学に関わった什事をしないと大学には川場所がない状態だっ

たので、神経学の巾で、何か免疫に関係した領域はないものかと、文献を渉猟して、･R症筋無力如に

ぶつかりました。

　

亜症筋無力JI’1が胸腺を摘出すると良くなることを英国のシンプソンが1960年に発衣していることを

知りました。胸腺は助物では免疫中枢と俯定されており、人間でそれを収ってしまっても良いのか、

まだ知定的なことは判っていませんでしたが、シンプソンは英国での500例の手術結果を追跡調杏して

　

「胸腺１術の成績は胸腺腫群よりも非胸腺腫群のほうが有効性が鳥く、それもなるべくl」べ于･術した

ほうが有効であり、その効米は潮が変わるように徐々である」と述べていました、

　

彼は非常に直感的な人で胸腺の機能がまだはっきりしない肖時すでに、「胸膿からの自に抗体が横

紋筋のアセチールコリン受容体をブロックする」と予､よしました。これは1970年代になってようやく

実証されたわけですから随分思い切った仮説でした｡私は抗筋抗体の証叫から入って、口本では割介

早く「筋無力飛の自己免疫説」を提唱して、神経学会では人分叩かれたものでした。

　

わが国では外科系の先生がいくから胸腺摘出術を試みておられましたが、その効米はもう･つハッ

キリせず、神紅内利一ではむしろ批判的な心見が強かった時期でした。しかし私は人阪北野病院へ転出

してから胸部外科の介田部長と相談して、できるだけ完令に胸腺摘出をやってもらった所、京大時代

より于術成績は良くなりました。これは正川・門田両先生らの拡大胸腺摘出術とも介致するものでした。

　

肖時、もう一つの新しい治療法として米国のマウント・サイナイ病院のオッサーマン教授のＡＣＴＨ（向

剛腎皮質刺激ホルモン）短川人ilﾋ療法の著効例が報旨され出しました。しかしその効果については

ΛＣＴＨの直接作用かも知れない、などと想像されていました｡

　

そこで私たちは川野義製薬に頼んで、自然では39個のアミノ酸からなるＡＣＴＨを、小さい分子岫に順々

に切っていって、10個のチェインにまで短くすると、ステロイドホルモン刺激作用も抗筋無力症作川

も川時に無くなることから、ＡＣＴＨの作川は剛賢皮質ホルモンを介する可能性が高いことを証明しま

した。しかし当時は筋無力症ではステロイドはクリーゼをひきおこす可能性が高い薬として禁忌（使

肝禁止｡）とされ、大量の副腎皮質ホルモンを投り･､することは危険視されていました。

　

勿論今では筋無力ぢ1の重要な治療法であることはご存知の通りです。その後、1970年代に入って、

抗アセチールコリン受容体抗体が測定できるようになって、今では筋無力症が自己免疫の病気である

ことは評も疑っていません。

　

これらの２つの嘔例（胸収摘出術と剛竹皮質ホルモン大量療法）が示すように、難｡病の治療では絶

えず危険視されたり、批判にさらされたりしながら、新しい治療法が郡｡､I/lされていくものです。その

ためには治療を行う「医師の倫理」と医師患者川の相口言頼の確立が極めて重要であります。

　

背の思い出話が中心になりましたが、このような幾つもの難関を乗り越えて、今では筋無力症は難

病の巾では比較的良く治る部類になりました。しかしなお難治性の患者さんが沢山おられることも確

かで、･日もllぺこれらの方々の生活の質が改とされることを祈ってやみません。
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徳島大学
ｑ
Ｊ

ｒ

名誉教授

田

　

康 正

　

大阪支部が35川年を迎えられますことをお祝い申しllげます。

　

私かＭＧに関り､し始めた頃の思い出を記させていただきます、

　

正岡

　

昭先生のｔ分命令、半一分愁願で4司筋無力jj･I（ＭＧ）の診療に従事することになった時、私

にはＭＧの知識はほとんどなかった。現在ではＭＧは胸腺が関勺･する自己免疫疾思であることが明らか

だが、当時ＭＧは筋力低ドをきたす奇妙な難病で抗コ剤投/丿が唯一一の治療法で胸腺摘出の有効性も明

らかでなかった。従ってＭＧの知識の無さは私だけでなく詐も分かっていなかった。

　

正岡先生は積極的に胸腺摘出術（胸摘）を行っておられ、当時西日本一･帯から患者がぽつぽつ集ま

り、阪大第１外利･では既に76yjの忠行に胸摘を行っていた。「胸摘はｲf幼そうだ」との印象はあった

が長期予後は不明でした。

　

私は最初の仕嘔として術後予後調介を始めた､昭和47年肖時手術忠名･のリストはあったが、術後10

年近く経って令く来院しない患者も多く住所や連絡光が罫数近く不明でした。忠者と連絡をとるべく

毎日一日中電話のかけづめでした､バ=に謡帳は親やよ人のylで記載されておりあまり役に立だなかった。

同姓の方20数名に電話をし、すべて他人ということも少なくなかった∧11f役所や区役所に転脱先を問

合わせても個人情報なので教えてくれない所も多く（今日ほど個人情報保護はうるさくなかったが）、

　

「医学研究十､必要」との病院長の公印を押した茜類を添付して役所に現住所照会をしたり、カルテの

住所を頼りに足を運び近所のみに転川先を訪ねだり、必死でした。忠者が人阪だけでなく西日本-帯

に分散していたこと、ＭＧを内緒にしている心者が少なくなかったこと、女性患者の結婚などは予後

調杏を困難にした。ＭＧが若い女性に多いこと、術後経過がよく、結婚に踏み切る女性もあり、結婚

により住所・姓の変わった人が予恕以llに多く、「結婚」は私の頭を悩ませた。１年以上予後調査に

明け暮れ、正岡先生からマ川|探偵¨と討われたこともあった。しかし、調介表の白紙欄か少しずつ

埋まっていくのは喜びでした。２年近くの調介で１人の患者を除き全て予後が判明した。数年後、令

くの偶然からこの方の住所が判ったト吟段は日本名を使っている化日韓国の人で本籍は日本になく、

しかも結婦して日本名も変わっていた。難航したこの人を以後に私の予後調介は100％完成し、迷宮

人り事件を解決した探偵の肖びを実感した思いでした｡

　

調査中にも色々あった。「術後非常に良く無症状です。術後10年近く経っているのに気にかけてい

ただいて有難うございます」と感謝され嬉しくなり、またほっとした。「全く症状はない。ＭＧを伏

せて結婚したので、二皮とこのような電話はかけないで下さい」と汀われた時は、于術効米を喜ぶと

同時に何か割りきれない思いがした。

　

探偵的調査の結果、胸腺摘出術の有効性が川らかになり、昭和49年には学会発表をした。外科医は

その効果を認めてくれたが、内科医はなかなか納得せず相変わらず抗コ剤治療に終始し、外科への患

者紹介は進まなかった。ここで現れた枚HI;[■;が高橋光雄先生（当時阪人第２内科）です。先生紹介の

重症患者の多くが術後良くなったことを内科医のｙ場から発衣され、これが内利･医に手術の有効性を

認識させる発端になった。以後令国的に于･術患者が増加した。また、この調介から手術方法により術

後予後が異なることが叫らかとなり、¨拡人胸腺摘出術”の開発につながった。

　

ＭＧに関与することになり何をすべきか迷いつつ手近な問題として予後調査をしたのですが、その

後の思わぬ発展につながり、満足すると同時に調介当時を懐かしく思い出しています。
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ＭＧ患者さんと過ごした日々
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国立病院機構近畿中央胸部疾患センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　

木

臨床研究センター長

村

　

謙太郎

　

1965年インターンを終え、人阪人学医学部第一外科医J･Jに人局した新米外科医見肖いの私

たち５人が配属された病棟には、肖時の恩師武田義章教授がＭＧや胸腺腫の胸腺摘出手術療法

をライフワークの一つとしておられたこともあって、それこぞT和ど’のＭＧ患者さんが何人

も、長く入院しておられました……クリーゼや肺炎などの介併柚で亡くなる方々も多く、担当

医や肖直医、まして新人りの私たちは、-際緊張してＭＧ心考さん達のベッドサイドに伺候し

たものです｡「さすが皿症の難病、お問話にあたるのは気の服い務め」というのが、特に新

米医者の本段の気持なのでした。それだけにこの頃御縁のあった忠者さんたちの面影は、40

年を経た今も悲占こもごもくっきりと鮮やかです。

　

当時はすでに、この病気が胸腺の何らかの働きと関連があって、胸腺摘出ｆ術が病状に良

い影糾を及ぼすことは知られていました。しかし神経伝達物質であるアセチールコリン（ＡＣｈ）

の産生不足またはＡＣｈ分解酵素であるコリンエステラーゼの過剰・腎漕がこの病気の人事･な

什組みと推定されていて、先輩達もこの様な仮説に基づいて熱心に研究していたのです。薬

物療法は、したがって今日も使われている‥一連のコリンエステラーゼ阻害荊一一辺倒でした。

　

1970年代になって、この病気は神経・筋接介部のＡＣｈ受容体（ΛChR)に対する賢常な抗

体産生を本態とする自L1免疫疾忠であることが明らかになり、副腎皮質ホルモン（ステロイ

ド）その他の自己免疫抑討刑や、抗AChR抗体を除去する血液透析が胸腺摘川Iと並んで治療

法の上役になる新しい吽代が展けます。

　

1973年、私は人阪府立成人病センター呼吸機能科を経て、人阪府立羽曳野病院（現在の呼

吸器・アレルギー医療センター）に移り、新設の呼吸集中治療病棟（ＩＲＣＯ開設運営と呼吸

不全包括ケア形成に携わり、2001年現職に転じるまで28年間、数え切れない慢性・急性の重

症呼吸障害・呼吸不全心者さん達と出会い別れる日々を過ごすこととなりますぃ肖然呼吸困

難が共通の症状となる多彩な病気の患者さん達なのですが、その中に、筋萎縮性側索硬化症

　

（ΛLS）、筋ジストロフィー、そしてＭＧ等の神経・筋難病の方々がおられました。IRCUが

軌道に乗り始めた1975年頃から、阪大第２内科におられた高橋光雄先生（近畿大学医学部神経

内科教授を経て現在御開業）や神野進先生（現刀根山病院副院長）を通じて御紹介いただい

たクリーゼ切迫忠者さんをきっかけに以後50名近い収症Ｈ型ＭＧ患者さんとの出会いがあり、

クリーゼや選択的ステロイド療法での大【ﾐ呼吸治療経験は80件にのぼります。

　

クリーゼなどのＭＧそのものの忽性悪化で亡くなる方は、幸いおられませんでした。数ある

自己免疫疾忠のなかでは、ＭＧが最も早く治療成績の良くなる病気になるのではとの闘詩がさ

さやかれる新時代が確かに到来していたのです。浅野十糸子会長をはじめ友の会の皆様の厳

しくも温かい御友誼を賜って、さまざまの思行会活動や患者さんの困難な生活実態を学び、

ＩＣＵから在宅に至る包括医療一在宅呼吸療法や包括呼吸ケアのキーワードが現在までの私の

什事と人生を導いていることに、あらためてのように深く重く気づくのです。
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独立行政法人国立病院機構刀根山病院副院長

神

　

野 迪

　

本年５月に第35川総会を迎えるにあたり、記念誌を発刊されることは誠に意義深いこと

と思います。患者さんから寄せられるいろいろな悩みを傾聴し、適切に対処する作業には

苦労が多いと容易に想象できます。それを30余年の長期にわたり実践されてきた浅町十糸

子支部長はじめ役貝の皆様のご努力には頭が下がります。

　

全国筋無力症友の会人阪支部が設立された昭和46年９月頃、私は阪人第二内科で【『IL液疾

忠の臨床研修をしていました。翌年夏に第二内科神経グループに大った関係で友の会との

お付き介いが始まったように思います。研究テーマが筋無力症でしたので、診療を担肖す

る筋無力症患者さんも多くに当時は患者さんの姓を言えば、4/lは苫もなく想起され目から

出るという状況でした。会報誌を読ませていただくたびに、阪人時代に診療しました患者

さんが今どのように過ごされているかと、思いを馳せています。

　

昭和40年代後半功ヽら50年前半の頃、筋無力症クリーゼに幾度も陥る患者さんの治療を人

阪府立羽曳野病院（現：人阪府立呼吸器・アレルギー医療センター）の木村謙人郎先生に

お願いしておりました二本村先生には多くの心者さんが救命されましたし、私も呼吸管理

に関する多くのことを学びました。羽曳野病院に人院された忠者さんを訪ね、病状に関す

る検討を行うことは、刀根山病院に転出してからもしばらく続きました。木村先生と藤井

寺駅前で夜遅くまで飲食をしながら病める人々への姿勢までも教えていただいた、あの20

年前のことが懐かしく思い出されます。筋無力症との関わりがなければ、木村先生との出

会いは無く、100名を超える呼吸器装着忠者さんと関わる、今日の私の姿も無かったかも知

れません。

　

昭和58年２月に刀根山病院に着任してまもなく、目本筋ジストロフィー協会（目筋協）

人阪支部の方々と面談する機会がありました。浅野さんを知る城山山比支部長がその席で、

　

「これからは筋ジストロフィー協会とのお付き合いを」と懇願されました、日筋協との密

接な関係の構築は、本川の筋ジストロフィーの診療をリードする肖院にとって肖然のこと

ですが、私はルーツも人切にしたいと考えています。



大阪支部との思い出
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元仏教大学社会学部

　

教授

橋

　

本

　

美知子

　

人阪での筋無力症研究が人阪大学医学祁を中心とした「大阪府筋無力症研究会」で

行われていた当時、約30年も前、閔西医柱人学の公衆衛生学教室で講師をしていた私

は、東田敏男敦授と共にこの研究会のメンバーの･人として、社会医学的し場から忠

行の実態調査（ケーススタディ）を行いました。昭和50年11月の友の会人阪支部総会

では今同討議「ＭＧの医療と生活を巡って」において、調査研究のｰ‥-端を報告させて

いただきました。しかしいろいろと検討しましたが、生活面からの分析では明確な解

明ができないままに終わったことを残念に思っております。

　

その後。友の会会員さんのメンタルな佃人相談を引き受けるなど御縁が続き、医学

的な臨床面での発見や技術の開発で筋無力症が話題に上る度に、私も臨床の先生方の

雌新知識を勉強しながら、今日まで医療の発展を後押ししてきた友の会の皆様方のご

努力にいっも敬服してきました。

　

浅野さんに初めてお会いした時の、筋無力症の患者さんの中心となっていろいろな

相談に乗り、役員会をリードしておられた様子が、今も変わりなく続いておられるこ

とに頭がドります。昭利152年当時、打ち合わせの役ｎ会に同席した後、JR環状線の

駅でお別れした役ｎのお･-人が、紗詞クリーゼ発作のために亡くなられたことを川い

て、クリーゼの恐ろしさを思い知らされました。臨床医でない私にとって、友の会の

役貝会や勉強会に出かけて患者さん達と接することが、とても人きな勉強となりまし

た。心からお礼を巾し上げます。



全国筋無力症友の会
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大阪市立総合医療センター小児眼科

横

　

山

部長

迷

　

全国筋肌力症友の会大阪支部の35周年おめでとうございます。これを機に、友の会と眼

科医としての私の関わりについて振り返ってみたいと思います。私か初めて友の会の検診

に参加したのは1979年のことでした。小児科の検診はすでにありましたが、小児に多い眼

筋型の実態調査を詳しく行う目的で、眼科医の参加が要請されたのでした。肖時の人阪巾‘

立人学眼科の三木徳彦先生、田中尚子先生とともに私も眼科検診チームの引として参加

しました。

　

以来20年以上続けてきた検診の結果わかったことは、ある意味で衝撃的でした。まず胸

腺摘出が全身型には有効でも限筋型には効米がないこと、つぎにステロイドの使用の有無

は、両眼視機能の長期予後に影響を与えないことです。子どもの眼筋型重如筋無力症は、

眼瞼下垂と眼球運動障害がiﾓな4a状です。とくに眼球運動障占は、外斜視になることが多

く、両眼視機能の発達にとって有占です。６歳木満で発症した場合、仮綴を自覚すること

がないので気づかれないこともありますが、両眼の視線がそろわないため、両眼を同時に

使うことができなくなってしまいます。通常の外斜視ならｒ術によって両眼視機能を川復

させることもできるのですが、筋無力症による外斜視は斜視角が変助するため、なかなか

ｒ術に踏み切ることができず、手術しても効果が不I･分です｡

　

そもそも一一一般に眼筋麻蜂の評価は視診だけではむずかしいのに、筋無力症の場合はその

程度が変動しますから、ますますわかりにくくなります。そこでコンピュータによる眼球

運動のシミュレーションを応用することを考えました。眼球運動の測定結米をコンピュー

タに入力して、どの筋がどれだけ障害されているかをシミュレーションの結米から判断す

る方法です。これによって、薬物療法等の治療効果を客観的に評価できるようになりまし

た。また、限筋麻蜂が変動しなくなった場合には、シミュレーションの結果を使って有効

な手術方法を検討することもできます。

　

現在私は人阪市立総合医療センターで小児眼科医として働いていますが、小児の重症筋

無力症の診断と治簾については、友の会の検診の成果に多くを負っています｡小児検診は

すでにその役割を終えましたが、心者さんや家族のサポートのために、今後ますます皆様

方の活動が発展することを祈念いたしております。
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甲]重症筋無力症と胸腺摘出術の歴史

名古屋市立大学第二外科

藤

　

井

　

義

　

私とφC症筋無力症のつきあいも、もう30年近

くになります。友の会人阪支部の皆さん方とも、

さまざまな形でおつきあいを願ってきました。

なっかしい思い出です。今同設立35川年の歴史

をまとめられるということ、まことにおめでと

うございます。重症筋無力症患者さんの治療、

生活の改善をめざした長い間の精力的な活動に

敬心を衣します。

　

さて、私は外科でしたので、重症筋無力症には、

主として胸腺摘出術そして摘出した胸腺を使っ

た基礎的な免疫学的研究において関わってきま

した。名占屋に移った現在も引き続き胸腺摘出

術を行っています。重心筋無力症に対する外科

治療（胸腺摘出術）には占い歴史があり、1939

年に心臓ﾀ岬ﾄで有名なBlak ckという人が胸腺腫

を合併した重症筋無力症に胸腺摘出術を行って、

重症筋無力症に対して効果が認められたことを

報告してからだと考えられます。その後次第に

教授

敬

重症筋無力jIIIに対して胸腺摘出術が有効である

ことが一般に認められるようになってきました。

こうして経験的に胸腺摘出術が効果があるらしい、

ということになったのですが、なぜ胸腺摘出術

が効果があるのか、という疑問に対して利･学的

な研究がされるのは、ずっと後になってから（収

症筋無力症が抗アセチルコリンリセプター抗体

によって起きることがわかってから）のことです。

それまでは胸腺からは筋肉の力を弱くする何か（た

とえば胸腺ホルモンなど）が分泌されている、

などといろいろな憶測に基づいたさまざまな（今

から考えると川違った）報告がされています。

なにしろ筋肉の病気に対してなぜ胸腺をとって

効果があるのか、科学的にもすぐには説明しに

くいことですね。

　

実は私か30年前、医学部の学生の時に門川先

生にうけた講義ノートが古文書のように黄色く

なって千元に残っていたのを見つけました。こ

れによると皿症筋無力症の成囚としての自己免

疫というのは、神経筋接合部におけるアセチル

コリンの代謝障害、生化学的代謝障害、内分泌
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治療の変遷－

設で行われるようになりましたが、重i･1筋照力

症に対する胸腺摘出術の成否は、むしろ術前術

後の重訂I筋無力症の管理を正しく行えるかどう

かにあり、術後に重心l筋無力症のクリーゼなど

が起きたときなどに正しく対処するためには、

ある程度の経験があった方がよいわけです。術

後にクリーゼが起きると人変なので術前にステ

ロイドの人量投与を行う方法が、日本の一部で

行われているのではないかと推測するのですが、

９割の重心筋無力症の患者さんには胸腺摘出術

の術後管理のためのステロイドは不要ですから、

ステロイドの副作用を考えると、胸腺摘出術を

行う重症筋無力症の心者さんの全てにステロイ

ドの大量投与を行うべきではないと思います。

クリーゼも対処方法さえ知っていれば、恐れる

ことなく必ず乗りきれるものです。

　

拡人胸腺摘出術の効米は、薬も必要なく症状

もない寛解になる大が30～祁％、薬を減らせる

か症状が軽くなる改善が80～90％と言われてい

ます。しかし術後にステロイドを使う人もあり、

どれぐらいが胸腺摘出術による効果なのかを決

定するのは困難で、その効果をはっきりさせる

ためには、無作為比較試験が必要だとｊわれて

います。

甲]なぜ胸腺摘出術が有効なのか

さて重症筋無力症になぜ胸腺摘出術が有効な

障占の次に４番||にあげられているにすぎず、

抗アセチルコリンリセプター抗体の話も明らか

になっていません。この疾患はごく最近になっ

てやっとその病閃が明らかになった疾忠である

ことがわかります。

　

胸腺摘出術の方法もさまざまな変遷を経てき

ており、頚部からやるもの、胸骨正中切開です

るもの、などいろいろな方法が試みられました。

そして現在では胸腔鏡、縦隔鏡などの内祝鏡を

川いた手術が試みられています。これらについ

ての評価はまだ行われていません。現在最も広

く行われているのは胸骨正中切開で行うもので

すが、この丁術もだんだん変わってきました。

最初は胸骨（前胸部の真ん中にある骨）を全部

切っていた（現在でもかなりの施設はそうです）

のですが、胸腺は心臓よりは少し上の方にある

ため、実は胸骨を全部切らなくても千･術が可能

です。我々のところでは、胸骨の下レ3～1/4を

残した切開で、胸腺腫がなければ手術時間は１

峙川半ぐらい、出血もlOOcc以ドぐらいの于術で

す。皮膚の切開も平均10～12cmです。骨は鋸の

ようなもので切ってまた縫っておくのですが、

そのやり方もだんだんと進歩して胸管を丈夫に

縫えるようになりました。やはり20年以十｡も同

じ１術をしていると進歩するものですね。また

このｆ術は胸腺腫がなければ、どの患者さんで

もほとんど同じように行なえますので、外科医

にとってはそれほどストレスのある手術ではな

くなりました。手術が簡巾｡なのでいろいろな施
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のか、は難しいのですが、どのような機序によ

るにせよ、確かに全身心皿症筋無力如に対して

胸腺摘出術は有効であるようです。これからも

すこしずっ胸腺摘出術を進歩させ、皿心筋無力

址の治療に貞献したいと考えています。

[由重症筋無力症治療の現状

　

私のところにもたくさんの重症筋肌力jj･|患者

さんが通っておられますが、ほとんどはお薬を

使った内科的な治療をしているかです。抗コリ

ンエステラーゼ剤は昔から使われ、今でも重ね

筋無力症には有効でかつ副作川の少ない薬で、

最初に用いられる柴です。抗コリンエステラー

ゼ剤投与でも症状が強い方には、60才以ドで、

抗アセチルリセプター抗体陽性であれば胸腺摘

出術をお勧めしています。胸腺摘出術の効果が

不十分であればプレドニンなどの副腎皮質ホル

モンを使います。さらに症状が残れば（人院が

必要ですが）ステロイドパルス療法をします。

最近はさらにシクロスポリン、タクロリムスの

出現で強力な免疫抑制が11」’能となり、かなり重

症な患者さんでも、シクロスポリン（タクロリ

ムス）、イムラン、プレドニンの３剤を投与し

て社会復帰が11f能となる例が増えてきました。

　

私か大阪にいる頃は、自宅で痰が謡まったり

して不幸にして亡くなられる方もまれにありま

したが､いまは医師がちゃんと診ていればそうい

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

たことは考えられません。抗アセチルコリンリ

セプター抗体陽性の患者さんについては、ほと

んどの患者さんは何とかコントロールが可能です。

現在症状の強い方も、必ず良くなると信じてが

んばってください。実際、治療はかなり理想に

近いところまで来ており、もしこれ以上免疫を

おさえることが卜r能になるとしても、副作用も

それだけ強くなるため限界があると考えられます。

　

一方最近報告された抗MuSK抗体による重心

筋無力心は、胸腺腫などの胸腺異常がなく、胸

腺摘出術の効果がなく、症状も重い例が多く、

これから重症筋無力症の新しいひとつの亜型と

して病態の解明や最適の治療法が模索されるこ

とになるでしょう。

[由重症筋無力症の症状について

　

重症筋無力症になったときに最も患者さんが

心配されるのは、自分の症状がこれからどうな

っていくのだろうか、急に悪くなって呼吸が止

まったりしないだろうか、ということですね。

実は重症筋無力症の症状には自然のアップダウ

ンの波があり、また個々の患者さんで病気の経

過は異なるので、先のことを予測するのは私で

もできません。あまり先のことを気にせずに、

とりあえず現在の症状にペストの方法で対処し、

前向きに今できることをやって、できれば社会

に出て行くことが重要です。友の会の活勁をさ
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一治療の変遷－

れている心者さんはまさに理想的です。

　

重症筋無力症は抗アセチルコリンリセプター

抗休の値で見る限りは完全に治癒することは少

なく、症状がない寛解状態になっても、抗アセ

チルコリンリセプター抗体陽性のままでいる方

がほとんどです。症状のある方でも、これを完

全になくそうと思うと、ステロイドを増やした

りしてかえって副作川で苦しむこともおきます

ので、ほんのちょっとの症状であれば、気にせ

ずに、･病息災で生活する方がおすすめです。

肋クリーゼヘの対処

　

重4111筋無力症で呼吸困難になるのをクリーゼ

といいますが、必ず筋肉が徐々に動かなくなっ

てくる前兆のようなものがあり、まったく普通

に生活しておられる患嗇さんが突然呼吸停|トす

るようなことはありません。最も危険なのは、

つぱを飲み込んだり痰を出すことができずに、

気管支にこれらがっまってしまうことですが、

こうなる前に、つばが飲み込めなくて目からあ

ふれたり、しゃべれなくなったり、呼吸がだん

だん弱くなって呼吸の時に首の筋肉が動いたり、

ということがみられます。また頭が重くて支え

られないようなときも、クリーゼの前兆のこと

があります。また抗コリンエステラーゼ剤（マ

イテラーゼ、メスチノンなど）を４錠以上飲ん

でいるような方は、この薬が多すぎてかえって

18
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薬が効かない状態になることがあり、これをコ

リナージッククリーゼといいますが、このよう

なときは抗コリンエステラーゼ剤を増やすとよ

けい悪くなるので、クリーゼの前兆があればと

りあえず、主治医に連絡して診てもらうことが

大事です。

　

クリーゼの管理はやはりなれた医師でないと

難しいことがありますが、基本的には重症筋無

力症は呼吸さえ補助することができれば死ぬこ

とはない病気です。重症筋無力症の抗アセチル

コリンリセプター抗体は、脳や心臓や腸などの

アセチルコリンリセプターを攻撃することはあ

りませんし、垂要臓器の機能は保たれているか

らです。

[由筋無力症友の会の役割

　　

収症筋無力症は現在でもまだ診断までに時間

がかかったり、また診断されてもなかなか十分

な治療が受けられないでいる患者さんもいるよ

うです。このようなとき、筋無力症友の会にお

ける情報交換は大きな力になるでしょう。また

医療行政にも患者さんの喫望を伝えて行く窓口

として機能していると思います。重症筋無力症

に対するよりよい治療の実現に向けて、これか

らも友の会のご活躍を祈ります。
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○大阪支部35年のあゆみＣ

　

支部設･y35周年記念誌の発行、誠におめでとうございます。

　

私は重症筋無力症発症以来数年間、何一つとして帆るべき帖報も無く、不安

と焦燥の巾で、来る川も来る日も生命の危機を感じながら懸命に命をつないで

おりました、

　

そんなあるﾄ|、新闘報道で人阪支部発足のニュースを日にし、藁にも鎚る思

いで人会させていただきました、

　

大坂支部ニュースに掲載される情報の一字･句も見落とすまいと、隅から隅

まで隈なく読ませて頂いておりました、

　

家の近くをウロウロするのが精一杯の体力では、残念ながら各種会介のお誘

いには応えることが出来ませんでしたが、それはそれで、その公合の結果報;り

を防つのが、また何よりの楽しみでもありました。

　

大阪支部ニュースを杖とも柱とも帆んで、苫しい日々を東り越えることが出

来ましたことを、此処に感謝を込めてご報告申しllげ御礼申しllげます。

　

友の会=会員と筋無力症患者の皆さんのために次々と色々な企||Ilfを立てられ、

　

･日も早い原囚究明と治療法の知立を目指して、令川の先斑(に々lつて今川まで

弛まず活動されてきたことに敬憲を表しますとともに、今後もより淘佃)ご活

躍を祈念申しﾄ｡げます。

　

結成35年を迎えられました人阪支部に心からの倣心を表します。多くの人の手に

よって今日に吊りましたことは、誠におめでたいことと討わねばなりません。

　

私は結成以来の会口として、その後独立した京祁支部の支部長として長らく人阪

支部の皆様と少なからぬ縁で共々に友の会の運営に批わって来ましたので、この侈

びには正に感慨一人にてお祝い申しllげる次第です｡

　

潮って大阪支部結成の頃と言えば、忘れもしない昭和46年だったと思います。当

時京大病院に入院していた私か、新聞紙ﾄ｡で結成を呼び廿ﾄけられている記･卜を見て、

人会の申し入れをしたことから、私を含めて病室のl大の患者をわざわざ訪ねて来

られたのが浅野十糸子氏と池川公子氏でした。それぞれ30代半ばの年齢で若々しい

姿でした。それはまた少なからず運命的な川会いではなかったかと思います。当時

患者団体の存在を切望していた私には、人阪支部結成の呼び掛けは、正しくこれぞ

人の声と思って光|川すら感じたものです。

　

忠者団体の存否は、しかしそのﾌ服変性において、自身で長くまた様々に苫渋を経

験された浅野|一糸f氏がｰ喬痛切に思っておられたのではないかとも思われます。

当時の社会状況で患者会の設立は、中でも難病という分野においては先例の極めて

乏しい未知なる方治jであり、偏見や差別に我が身を晒すこと、希少な忠行を‥一人一

人探し肖てることなど、活動の人｀ﾄは千･探りの中で進めて行かねばならず、これら

の数々の困難を比服して立ち卜がられた時の浅野十糸子氏は、恐らく並々ならぬ熱

意を以て実に立派な決断の下に臨まれたとつくづく思わねばなりません。

　

人阪支部の活動は、その歴史と允実度において、常に令岡のお手本となっています。

小児検診の息の長い活動も然り、西l1本各地域の交流会の開催もまた然りで、幅広

く行き届いた発想は大阪支部の優れた行動力と才腕を物語るものとして、絶え間な

く最前線を歩まれるものとして誠に敬服に値するものです。長らく隣接の支部長と

して、常々大阪支部には格別にそのように感じていました。

　

長い年月のご活動で、関係者の皆様さぞかしご苫労も尽きなかった湛と思います。

今後はどうぞご無理のないようご活躍されますよう、お祈り申しllげる次第です。
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●大阪支部35年のあゆみ●

　

人阪は35年前、東京と呼応して友の会を結成され、令国の中心的な役割を米たさ

れ、近畿のみならず四国、中国地方の患者のよりどころとして活動されてきました。

一目に35年と言っても、この間のご汐労は大変なものであったろうと思います。こ

れまでの活動に深く敬心を表します。

　

昭和47年、ト|の難病対策が始まり、筋無力症を介め4疾忠が医療費の助成を含む調

介研究の対象になりました。これは、友の会が精力的に忠者の実態を訴え、汗動さ

れたお陰と思います。

　

私は、昭和52年にＭＧと診断されましたかに当時は滋貿県には神経内科を標榜す

る病院は皆無で、胸腺摘川術は「流行」と言われ、心者会があるらしいと相談しても。

　

「あなたは粁いほうだから行くとショックを受けるので行かないほうが良い」と」

われるような状態でした。現在のように情報はなく、友の会と連絡が収れたのは昭

和54年10月でした。浅野支部長にお電話をして、胸腺摘出術の足非についてご相談

したところ、址非手術をするように勧めていただき、1年川の迷いが吹っ切れて11月

には胸腺摘出術を受けました。友の会と連絡が取れていなかったら、今の私は無い

かも知れないと思っています。

　

退院後昭和54年早速人会をしました。初めて参加した総会は、第11回京都白河院

でしたが、皆さんがとてもお元気だったこと、'l'-く自分もあのように元気にならな

ければと思ったのを今でもよく覚えていますり|肘1159年滋賀会を発足、ヽﾄﾞ成15年に

は滋賀支部として独立しましたが、人阪支部にはいつも会のリーダーとして、私た

ちを導いていただいていることに感謝しています。これからも全国のリーダーとし

てご活躍くださるようお願いします｡

　

人阪支部結成35刷年記念に際し、心からお祝いを巾しllげます。と共に本肖に永

い問数々のご支援をいただき、心より厚くお礼を申し卜げます。ありがとうござい

ました。

　

広鳥支部は昨年６月に大阪支部を離れて、支部設立を果たすことができました。

ここに至るまでの27年間、毎年秋の医療講演会り目談会の開催は18回を数えました、

1996(H8)年６月８日には、第26回人阪支部広島総会を、広鳥県大野町宮鳥目のホテ

ルで開催することができました。この総会自体とても盛会でしたし、また総会運営

に関する貴亜な経験をすることかできました。

　

広鳥会発足当時(S50年代）を振り返ってみますと、私自身のＭＧの状態は悪く、

大退院を繰り返し、プレドニンによる副作用のムーンフェイスが出て別人のように

なり、力が大らず日常生活の困難を抱えておりました。そんな中、大阪支部ニュー

スの的確なアドバイスを受け、皆様力の症状を知らされ励まされたりで、元気を取

り戻すことができました。やがて人阪へ出かけて行く力が少しずつり､えられてからは、

各地で開催される総会や、京都・和歌山・北海辿・滋賀へのレクリエーションへも

参加するようになり、たくさんの方々とも親しく交流することができ、私の宝とな

っています｡

　

今は親几を離れて、囃立ちを促された不安いっぱいの「ひよこ」の心境です。力

不足を感じる今日この頃ですが、地方部会として特色を出しながら、親しみのある「支

部ニュース」の発行を目指して、篇実な歩みを続けられたらと願っていますので、

今後ともご指導をお願い巾し上げます。

　

最後になりましたが、人阪支部会ｎの皆様おひとりお一一人に感謝巾しﾄ｡げます。

今後益々人阪支部が允実し、口本の難病運動に人きく寄与され、リーダーシップを

取っていただきますよう願っております。



　

愛媛支部長

脇

　

山美子

輝
け
、
大
阪
支
部

●大阪支部35年のあゆみ●

　

支部結成35川年おめでとうございます。振り返ると浅野支部長始め人阪支部の皆

の剛結力が、私たちをここまで引っ張って下さったものと感慨新たです。

　

第１回目の集いは大阪大学医学部の古－い待合室で開かれたそうですが、私もそ

の頃、高槻の方へ引っ越して心ぐの時だったと思います。ＭＧの症状も良くなった

り悪くなったり大波に体を預けているようで、心細く不安な毎日でした。京都で医

療相談がありますというニュースにより、京都人学病院の西谷先生に巡り会うこと

が出来、そして胸部外科の和田先生に胸腺于･術をして頂きました。その時、ＭＧ発

症後８年近く経過していたにもかかわらず、「胸摘をしてみましょう」と決断して

下さった先生。そのｊ葉で私の前に道が現れた気がしました。少しづつ症状が良く

なり、３年後には第･子を授かりました。

　

今までの節川、節日には必ず大阪支部に相談しています。この選択は間違ってい

ないかどうか、そしてもっと新しい情報がないかなど、その時々に的確なアドバイ

スを頂き、ここまで良くなったのは人阪支部の皆様の力が人きいと思います｡あり

がとうございました。

　

平成16年から愛媛支部となり、形だけは整った感じですが中身はまだまだの私達

です。ご’指導の程よろしくお肌い致します。

　

紙面の都合により各地区代表の方々のメッセージを

掲載出来なかったことをお詫び申し上げます。

酉日本地区

　　　　

島根支部

　　　　

岡山支部

大阪支部地域連絡会

　　　　

奈良会

　　　　

和歌山会

　　　　

高知連絡会

その他地区

県
県

取
島

島
徳

香

福

石

川

井

川

県

県

県

支部長

支部長

松本みゆき

伊山

　

義晴

　

(休会中)

代表宮下

代表浜田

隆博

成亮
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ｏ大阪支部35年のあゆみC）

■人阪支部の主なあゆみ・

■昭和46年

■昭和48年

■昭和50年

■昭和52年

■昭和53年

■昭和54年

■昭和55年

■昭和57年

■昭和58年

・昭和61年

・平成2年

・平成４年

・平成6年

■平成7年

■平成8年

・平成12年

■平成14年

■平成15年

■平成16年

第１川大阪支部総会開く…………………23P

第１川集団検診実施………………………25P

　

［瞳に涙が光っていたら］発刊…………27P

初めての小児検診会………………………29P

阪人にて２日間にわたる検診……………30P

兵･庫支部発足………………………………31P

第10回記念総会……………………………32P

全国総会を京都で開催……………………34P

京祁支部発足………………………………35P

日本忠者家族団体連絡協議会結成………38P

第20川記念総会……………………………42P

　

「希望とともに生きる」ビデオ完成……44P

支部ニュース!00号発行…………………46P

阪神・淡路大震災…………………………47P

ホームページ開設…………………………48P

内視鏡ド胸腺手術の論文、登場…………52P

プログラフによる治療、開始される……54P

第３回MGフォーラム､人阪で開催………55P

人阪支部ニュースNo.136発行……………56P
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。



8月

　

一束京で筋無力症友の会結成準備会開催

　

武|||、宇尾野Dr.

　　　　　　　　　

浅野が人阪から一人参加

9月

　

・朝日新聞で人阪支部結成呼び掛ける

川村MSW

　　　　　

20数yl

　　　

・大阪支部結成集会

　

川大阪人学病院第･内科待合室にて

　

１講師

　

26^,

　　　　　

浅野の東京集会報告と隠岐Ｄｒ.の講演、武田会長から祝電

10月

　

・「友の会結成大会」開催

　

東京渋谷・令国婦人会館にて

　　　　　　　　　

武田治子会長、宇尾野Ｄr.浅野、

　

全国から200人参集

12月

　

・第１回人阪支部総会開催

　

於・大阪中之鳥中火公会堂

　

２講師

　　

70余名

　　　　　　　　　

武田治子会長、古家英雄副会長、山宮正子MSW

　

来阪

　　　

・「大阪支部ニュース」第１号発行

23
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１月 ・「大阪支部ニュース」第２号発行

・議員の紹介で大阪府衛生部、民生部と話し合う

2月

　

一大阪府が初めてスモン、ＭＧなど難病対策予算を計上する

　　　

・京大病院へ入院巾のＭＧ患者と西谷Ｄｒ.を訪問、金本さん、太田さん

　　　

・黒田知事と会見

3月

4月

7月

　

8月

10月

・「大阪支部ニュース」第３号発行

・ＭＧ子どもと親のための集会（尼崎市労働福祉会館）

・厚生省に難病対策室が設置される

・大阪府筋無力症研究会発足

・第２川人阪支部総会（朝日新聞ビル13F) 2講師、武田会長

・「人阪支部ニュース」第４り‘発行

・「大阪支部ニュース」第５号発行

・全国的に難病見舞い金制度始まる

・大阪難病者団体連路協議会結成

・会員交流会（尼崎市労働福祉会館）

3名

80名



2月

3月

4月

5月

　

8月

10月

11月

12月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・「人阪支部ニュース」第６廿発行

・大阪支部第１回ＭＧ集団検診会開かれる（大阪大学第２内科にて）

　　　

大阪筋無力症研究会の有志医師20放ylによる集団検診、朝日ＴＶ取材

・「人阪支部ニュース」第７号発行

・全国的に筋無力症他６つの難病の医療費公費負担始まる

・高之内ライオンズクラブより10万円ご寄付

・「人阪支部ニュース」第８号発行

・人阪小児学会で「小児筋無力症忠者の実態調査」報告される

・有害食品研究会例会（丸山博会長）にて甲田療法体験報告会

・支部として甲田療法への収り組み始まる

・「大阪支部ニュース」第９号発行

・第３回大阪支部総会（朝日新聞ビル13F) 3講師、合同討議

宮IllDr.

60余名

・日本ソロプチミスト大阪クラブよい=に気毛布20枚頂く

　

患者に配布

小さな「手描きのプログラム」
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2月

3月

○大阪支部35年のあゆみＣ

・「大阪支部ニュース」第10号発行

・待望の「患軒于帳」が完成（本部）

・「大阪支部ニュース」第11号発行

・第２回筋無力症集団検診実施

　

阪人病院第２内科にて医師団12^,

6月

　

・第３川全国総会（祁立勤労福祉会館）

　　　　　

ＭＧに対するステロイド療法が注目され始める

7月

　

・「人阪支部ニュース」第12号発行

　　　

・人阪府で吸引器の半額助成始まる

8月

　

・甲田式健康法の実践合宿有志で始める（堺|IJ‘内で）

　　　

・神戸患者集会・姜Ｄr.を囲んで13名（神パ・六甲荘）

　　　

・「大阪支部ニュース」第13号発行

10月

　

・「大阪支部ニュース」第14号発行

11月･第４回大阪支部総会（朝日新聞ビル）７講師

　　　　　

“患者と共に学び考える集い”を展開、武田会長

■昭和49年8月

　

甲田式健康法の実践合宿

80名

・昭和49年8月18日

　

神戸患者集会・姜Ｄr.を囲んで

　　　　　　　　　　　　

(神戸・六甲荘)

Ｌ

■昭和49年11月10日

　

第4回大阪支部総会

　

7名のドクター達と

　

患者が主役の総会を！

武田会長



い . 丿

１月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

「人阪支部ニュース」第15号発行

「大阪支部ニュース」第16号発行

　

手書きからタイプ印刷となる

3月

　

・第３回小児ＭＧ実態調を（阪大小児科）宮田Ｄｒ.山森Ｄｒ.豊島Ｄr.杉円Dr.

4月

5月

6月

7月

・甲出先生のお話を聞く会を開く（八尾・甲川医院）

・東田Ｄr八関西医利･大学公衆衛生）による

　　　

ＭＧ患者のケーススタディー始まる

・「人阪支部ニュース」第17号発行

・北川ひとみ（現正木）さんの手記

　　　

「瞳に涙が光っていたら」発刊、立風書房

・第４回全国総会（東京都立勤労福祉会館）

・「大阪支部ニュース」第18号発行

　

健康キャンプ中止のお詫び

・大阪支部文集『ひこばえ』創刊

8月

　

・文集『ひこばえ』合評会開く

　　　

・「大阪支部ニュース」第19号発行

　　　

・奈良県交渉と患者交流と医療相談の会、姜Ｄｒ.新聞取材あり

10月

11月

12月

・「大阪支部ニュース」第20号発行

・第５川人阪支部総会（人阪市立労働会館）

　

５講師

　　　

¨ＭＧ患者の医療と生活を巡つで合同討議

　

・人阪島の内ライオンズクラブ総会に出席、10万円のご寄付

■昭和50年5月

　

北川ひとみさんの手記

　

「瞳に涙が

　　

光っていたら」発刊

・
・
’
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11名
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Ｓ

■昭和50年8月

　

奈良県で交流会

　

姜Ｄr.と11名(奈良文化会館)､新聞取材あり

文
集
ひ
こ
は
え
創
刊

　
　
　

晩
Ｓ
り
柘
陥
ｊ
‘
患
・
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■昭和50年7月

　

大阪支部文集

　　　

｢ひこばえ」創刊

・昭和50年11月

　

第５回大阪支部総会（大阪市立労働会館）
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○大阪支部35年のあゆみＣ

１月

　

・関川ＴＶで･‘難病と戦う二十歳”と題して北川ひとみさん（大阪市）の

　　　　　

生活が取材，放映される

2月

　

・第２回日の奈良県交渉を持つ

　

県下での医療検診実施への援助約束

　　　

・ＭＧ,巴者の実態と死亡患者の事情アンケート調査実施

　

東田Ｄr.橋本Dr.

3月 「人阪支部ニュース」第21廿発行

甲田療法の集い（八尾市甲田医院）

4月

　

・「クリーゼに備えて家族が応忽処置を学ぶ会」（朝|.|新聞ビル会議室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

溝師・正岡Dr.

5月

　

・支部長が東京本部訪問

　　　

・「人阪支部ニュース」第22号発行

6月

　

・初めてのレクリエーション、京都嵐山･花の家へ日帰りバス旅行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

清家Ｄｒ.同行

月
月

７
９

10月

11月

12月

・「人阪支部ニュース」第23り一発行

・「人阪支部ニュース」第３種郵便物の認可下りIる、標題OTK

・「人阪支部ニュースJ Na24発行（号からN（xへ）

・第６回大阪支部総会（朝日新聞ビル13階）新たな躍進

　

会貝５倍に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４講師と合吋討議

・

　

「人阪支部ニュースJ Na25発行　　　　・昭和51年6月

　

-’

　　　　　　　

-‥

　　　　　　　　　　

初めてのレクリエーション
ｉ

　

－

　　　　　

京都嵐山･花の家へ

・昭和51年4月

　　

｢クリーゼに備えて

　　　　　　　

家族が応急処置を学ぶ会｣

　　

講師・正岡Dr.

　　　　　　　　

(朝日新聞ビル会議室で)

28
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30名
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１月

2月

○大阪支部35年のあゆみＣ

・京都宇多野病院訪問

・「大阪支部ニュースJ No.26発行

・第１回筋無力症小児検診と医療相談の会（人阪市立大学病院）

　　　　

宮田Ｄｒ.他６名

3月

　

・東京本部訪問、支部長

　　　

・大阪神経筋難病研究会総会に参加

　　　

・脇輝彦理事

　

急逝、クリーゼのため（残念）

　　　

・「人阪支部ニュースJ No.27発行

4月

6月

月
月
月

７
８
９

10月

11月

■昭和52年3月28日

　

脇輝彦理事

　

逝去

・「甲田療法」についてのアンケート調査結果まとまる

・伊藤たてお氏（北海道）を迎えて交流会（みのお山荘）

・広島で「無料検診と医療相談の会」開催

　

好永Ｄr.引地Dr.

・広島会（現・広島支部）結成

・「大阪支部ニュースJ No.28発行

・「大阪支部ニュースJ No.29発行　故脇理事辿悼号

・日本で初めての［難病講座］を大阪難病連として開催、５同連続

　　　　

黒川府知事の協力

・「大阪支部ニュースJN0.30発行

・第７回大阪支部総会（大阪市立労働会館）３講師

　　

地区報告一京都、山口、広島、兵庫

脇

　

輝
彦
理
嘔
遺
稿
「
生
命
」

か
ら
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J･
遺稿集「生命の詩」が昭和55年3月、

友人たちの手によって出版される

い
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ち
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こ
の
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を
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し
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み
を
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の
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の
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の
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26名

12名

30名

17名

生

　

命
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3月 ・「大阪支部ニュースJ No.31発行

・筋無力症小児検診（人阪市ｙ大学病院）

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

4月

　

・第１回「ゆたかな医療と柵祉をめざす全国患者一家族集会」に参加

　　　　　　　　　　　　

（東京祁勤労福祉会館ホール）

7月

　

8月

　

9月

10月

12月

700名

・「人阪支部ニュースJ N().32発行

・「光を消すな、筋無力症治療として～もっと医師を、機器を」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

読売新聞に血漿交換の記事

・阪人第２内科

　

検診とアンケート実施、２日間

　

医師20^,

・「大阪支部ニュースJ Na33発行

・第８回人阪支部総会（人阪市立労働会館）

　　　　　　　

３講師

　

50余名

・「大阪支部ニュースJ No.34発行

｡ﾐ…
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医師団20名による

　　

検診風景
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2月

3月

月
月
月
月
月
月

4
5
6
7
8
9

10月

11月

○大阪支部35年のあゆみＣ

・筋無力症小児検診（大阪市立大学病院）

　　　　　　　　

22家族

　

70^,

・「人阪支部ニュースJ Na35発行

・大阪神経筋難病研究会総会に出席

・「人阪支部ニュースJ No.36発行

・第９回大阪支部総会（府立労働センター）４講師、武田会長

　　　

85名

・［難病講座゛77記録集］出版（大阪難病巡）

・「大阪支部ニュースJ No.37発行

・「大阪支部ニュースJ Na38発行

・全|刈総会（湯河原厚生年金会館）に参加

　　　　　　　　　　　　　

5名

・旭東ライオンズクラブ訪問、ご寄付30万円

　

アンビュバッグマスクのご寄付

・救急看護を学ぶ講習会（府立羽曳野病院卜木村謙太郎Dr.

・「人阪支部ニュースJ Nq39発行

・筋無力症小児検診（大阪市立大学病院小児科、眼科）

・兵庫支部結成大会（兵･庫勤労市民会館）阪下支部長

・北川ひとみさん関西ＴＶ止木森三氏と紡婚、正岡Ｄｒ.ご夫妻媒酌

12月

　

・関西美術家連盟よりご寄付

　　　

・「大阪支部ニュースJ Na40発行

・３う肩肘班Ｕ囃会・昭和54年5月27日
l－

　　　　

第９回大阪支部総会

一心ｇiＬ

ｉ

-

　

-
武田会長・乾死乃生先生

■昭和54年11月４日

　

兵庫支部結成大会（兵庫勤労市民会館）阪下支部長

陣力症えの会兵庫榔組成大会

Ｊ

(府立労働センター)

50余名

　　

20家族

会員52^1

“ＭＧのクリーゼに備えで

木村謙太郎Dr.

建具
門田Ｄr.木村Ｄ｢.小西Ｄ｢.

II

1り･

ｙ

川1，

/

コ
劃
Ｃ
４ ぷ

ｙ

聊零

　

。「
・昭和54年11月１８日

　

北川ひとみさん正木森三氏と結婚、正岡先生ご夫妻媒酌
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昭和５５年

(1980年)

32

月
月
月

２
３
５

7月

8月

○大阪支部35年のあゆみＣ

．

　

’‘難病筋無力症に朗報”血漿交換の記事、毎日新聞に

・［大阪支部ニュース］No.41発行

・「大阪支部ニュースJ No.42発行

・第10川人阪支部記念総会（みのお山荘）－･泊、２講師、武田会長

　　　　　　　　

映画「難病と闘う」上映

・脇輝彦遺稿集「生命の詩」発刊

・

　

｢人阪支部ニュースJ No.43発行

・香川県でＭＧ検診会、38行受診、阪人第２内科神経内利ブルーフ

60余yl

高橋Ｄｒ.姜Ｄｒ．竹内Ｄｒ．上野Ｄr.他Dr.6名、スタッフ16?I

　　　　

・令国総会（札幌）

10月

　

・救急看護を学ぶ会

　

木村謙太郎Ｄｒバ人阪市立青少年会館）

　　　　

・「大阪支部ニュースJN0 ｡44発行

　　　　

・筋無力症小児検診（大阪市立大学病院）

11月

　

・第４川京祁集会に参加

　　　　　　　

5^1

患者家族22:^,

16家族、50余yl

　　　　　

片I



１月 ・「人阪支部ニュースJNO /15発行

・アンビュバッグマスクの貸出し始める

○大阪支部35年のあゆみＣ

2月

　

・MGの放浪青年来訪

　　　

・東京・令難連の佐藤氏を迎えて

　　　

・

　

ﾄ人阪支部ニュース］Na46発行

5月

　

・第10川令国記念総会（東京ステーションホテル）東京遊覧

　　　

・高僑Ｄr.ロンドン大学に留学

　　　

・「人阪支部ニュースJ Na47発行

6月

7月

11月

12月

・第11川大阪支部総会（雨の京祁・自河院）

・医療相談会、門田Ｄｒ.姜Ｄｒ.今＃Ｄｒ.（府立労働会館）

　　

“内科からみたＭＧ治療の現状”“筋無力症の胸腺手術について

・「人阪支部ニュースJ No.48発行

・筋無力症小児検診（大阪巾立人学病院）

■昭和56年5月11日

　

第10回全国記念総会

　

(東京ステーションホテル)

■昭和56年6月28日

第11回大阪支部総会（京都・白河院）

50余名

40余名

３けI

東京遊覧、浅草雷門前

・昭和56年7月

　

医療相談会（府立労働会館）

　

姜Ｄr.門田Ｄr.今＃Ｄr.
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昭和５７年

(1982年)

5fl3oa ４リＩ

　

～-ﾐ'＝＝吟゛

■昭和57年5月

34

１月

5月

7月

9月

10月

11月

・「人阪支部ニュースJ No,49発行

・吸引機の貸出し始める

・「人阪支部ニュースJN0.50発行

・第川HI全国総会～京祁に燃えた

　

大阪支部がお牡話

Ｃ

全国から164名

　

（京都如川会館）宇尾野Ｄｒ.西谷Ｄｒ.門田Ｄｒ.木村潔Ｄｒ.乾先生

　　　

京都観光と余良観光

・「人阪支部ニュースJ No.51発行

・萬屋錦之介さん同病者の励ましで手術成功

・「人阪支部ニュースJ Na52発行

・第12回大阪支部総会（人阪盲人情報センター）３講師

・筋無力症小児検診（大阪市立大学病院）

・阪人第２内科で、追跡検診会開く

12月

　

・人阪府交渉

第11回全国総会（京都堀川会館）

　　

東映太秦映画村にて

　

ｌ
”
川
心
莞
匁
ニ

ー
ー

　

呻
凭
む
生

　　

左より乾先生

　　

門田Ｄr.宇尾野Dr.

　　

西谷Dr.

奈良観光

　　　　

50余名

28家族、60余名

竜安寺にて



昭和５８年

(1983年)

１月

月
月
月

３
４

　

５

○大阪支部35年のあゆみＣ

・「人阪支部ニュースJ N().53発行

・ライオンズチャリティ・ファンドから助成

・「人阪支部ニュースJ ＼o.54発行

・「医療講演集一派症筋無力症レ人阪支部編

　

発行

・第13川大阪支部総会

　

みのお山荘一泊～ワイワイガヤガヤ

・京祁支部結成総会（京祁教育文化センター）金本支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記念講演・和田Dr.

6月

　

・令国総会・仙台大会に参加・青葉城、

　　　

・「人阪支部ニュースJN0 ｡55発行

31名

30名

松鳥観光

7月

　

リ'JIIIDr. (阪大外科）と役liたちで懇談会

　　　

・人阪府保健婦研修会で話す

　

支部長

8月

11月

12月

・「人阪支部ニュースJ N().56発行

・阪人第２内科

　

筋無力症検診会開催

・「人阪支部ニュースJN0 57発行

・筋無力症小児検診（人阪市立大学病院）

人阪から14わ

19名受診

23家族

・昭和58年6月５日

　

全国総会･仙台大会に参加･青葉城､松島観光
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１月

　

・手作りの店「アミ」

　

|目阪人病院売店内に開店

　　　　　　　

難病患者の社会参加と自立を目指して

月
月
月

３
４
５

月
月

７
８

10月

11月

・「大阪支部ニュースJ No.58発行

・「大阪支部ニュースJ Na59発行

・第14回人阪支部総会（奈良県文化会館）

　　　　

初めでＭＧと漢方”を学ぶ

　

１講師

・「アミ」巾ノ島まつりに出店

・「高知会」発足

　

医療講演会と相談会

・「大阪支部ニュースJN0 ｡60発行

・

　

ﾄ大阪支部ニュースJ Na61発行

・筋無力症小児検診（大阪市立人学病院）

・昭和59年1月

　

手作りの店「アミ」旧阪大病院売店内に開店

　

今竹翠さん（左端）も応援に

36

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

60余名

40名

23家族

・昭和59年5月

　　

｢アミ｣

　

中ノ島まつ引，

　

出店

■昭和59年7月15日

　

高知集会

　

矢吹Ｄr.の講演

高知集会の

翌日

桂浜にて



･*r-.'
－

１月

2月

3月

4月

5月

8月

10月

12月

・「人阪支部ニュースJ Na62発行

・府福祉基全てレ支部にワープロ購人

　

文書作成に活川

・「人阪支部ニュースJN0,63発行

・関西合同役員会、神戸にて

・第15川大阪支部総会（人阪府社会福祉指導センター）２講師

・令川総会（静岡

　

卜口遺跡観光）

・「人阪支部ニュースJ No.64発行

・萬圧錦之助氏（ＭＧ患軒）梅IIIコマ劇場公演を観劇、楽屋訪問

・愛媛・香川の会員･９人をお見舞い旅行

　

２日川

・第１回関西合同レクリエーション（バスで東条湖ランド）

・「人阪支部ニュースJ No.65発行

・筋無力症小児検診（大阪市立人学病院）

54名

10名

　　

9名

支部長

　

33名

20名

・昭和60年8月

　

萬屋錦之助氏

　　　

梅田コマ劇場公演を観劇、楽屋訪問

・昭和60年10月

　

関西合同レクリエーション

37



昭和61年
(1986年)

38

１月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

・「大阪支部ニュースJ N().66発行

・難病連

　

国会請願行動で署名提出

・人阪神経筋難病研究会

　

総会

・

　

｢人阪支部ニュースJNo､67発行

・第川口|人阪支部総会（人阪社会柵祉指導センター）２講師

・高知連絡会

　

講演と医療相談会

・日本患者家族団体辿絡協議会結成（束京）

･広島市民病院に好永先生と会只訪問

・

　

ﾚ大阪支部ニュースJNo石8発行

・関西今同レクリエーション（六甲山・ワイン城）１泊

・高知連絡会

　

筋無力症なんでも、おしゃべり会

・福祉広報誌コンクールで「人阪支部ニュースJ Nc)l66佳作入選

・「大阪支部ニュースJ N().69発行

・中国地方集会

　

医療相談会と懇談会（広島会）

11月

　

・筋無力症小児検診（大阪巾立大学病院）

■昭和61年9月

　

関西合同レクリエーション（六甲山・ワイン城）

2名

52名

4け1

5^,

33^,



○大阪支部35年のあゆみC）

2月

　

・「人阪支部ニュースJ N().7O発行

　　　

・雛病連

　

国会請願行動

　　　

・第２川大阪神経難病医療福祉枇談会

4月

　

・羽曳野病院でＭＧお花見の集い、本村謙太郎Ｄr.と共に

　　　

・第17回人阪支部総会（人阪府立労働センター）２講師

　

夕食会

　　　

・「人阪支部ニュースJ No.71発行

5月

　

・企国総会（茨城県）・水戸偕楽園観光

　　　

・鳥知連絡会

　

福祉の店「アスナロ」開店

7月

　

・「大阪支部ニュースJN0 ｡72発行

8月

　

・医療講演と検診会（徳島県・徳島人）“高知会”から応援６ﾀ1

9月

　

・「人阪支部ニュースJ No.73発行

　　　

・関西合同レクリエーション（京都太秦映画村･比訳山）

10月

　

一大阪難病連結成15川年

　

なんれんフェスティバル

　　　

・高知連絡会ヘレ交流会

11月

　

・筋無力症小児検診

　

（人阪巾立大学病院）

・昭和62年4月５日

　

羽曳野病院でお花見の集い、

　　　　　　　　　

木村謙太郎Ｄr.と

・昭和62年4月26日

　

第17回大阪支部総会（大阪府立労働センター）

答叩1｀ill厭7佩ﾉJ弧必,yノ９・ -ヽ－－－

　　　　　　

………………-,ニ｀’7）些

１け1

52^1

4^,

50名

　

44名

　

16^,

　

13f.

10家族

姜Dr.

中原Dr.
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１月

3月

4月

5月

6月

7月

　

8月

10月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・「人阪支部ニュースJ No.74発行

・難病連

　

国会請願行動

・関西合同役員会（神パ・のじぎく会館）

・「大阪支部ニュースJ No.75発行

・全国総会（東京）

・「人阪支部ニュースJ N().76発行

・第18回大阪支部総会（京祁・洛翠）２講師

　

交流会

・難病を考える集い

　

愛媛県松山市･愛媛の仲間と交流

　

帰路、香川県中央病院へお見舞い

・「人阪支部ニュースJ No77発行

・関西合同レクリエーション（有馬温泉）

・第３回人阪神経難病医療・福祉相談会

・「大阪支部ニュースJN0 78発行

11月

　

・筋無力症小児検診（人阪市立大学病院）

　　　

・JPC

　

ロ本の医療と福祉を考える全国集会（滋賀県）

12月

　

・手作りの店「アミ」閉店（５年闘継続）

・昭和63年10月23日

　

関西合同レクリエーション（有馬温泉）

∩

50余名

17名

3名

30^1

2?l

13家族

4y，

・昭和63年7月

　

愛媛難病を考える集い

　　　　　

愛媛の仲間と交流

・昭和63年11月19日

　

JPC

　

日本の医療と福祉を考える

　　　　

全国集会（滋賀県）



１月

3月

・「大阪支部ニュースJ Nn.79発行

・大阪難病連・講演と医療相談（人阪市立労働会館）依藤Dr.

・「大阪支部ニュースJNo､80発行

4月

　

・関西合同役員会（京祁教育文化センター）

　　　

りPC

　

国会請願行動に参加

5月

6月

　

8月

10月

11月

12月

・全国総会（秋出・みずほ苑）

　

男鹿半島

　

東北観光

・第19川大阪支部総会（東大阪・枚岡山荘一泊）2講師

・「人阪支部ニュースJNO 別発行

・「人阪支部ニュースJ Na82発行

・関西合同レクリエーション（神戸・しあわせの村一泊）

・第２回松山難病を考える集い、伊藤氏（北海道）講演

・「大阪支部ニュースJ No.83発行

・筋無力症小児検診（大阪市立人学病院）

15名

名
名

７
１

参加13ﾔ1

　　

60^1

　

48^,

参加5:^,

19家族
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3月

　

・「人阪支部ニュースJNo別発行

5月

　

・第20回令川記念総会（東京十.野・水養軒）に参加

　　　　　　　　

2名

6月

　

・「人阪支部ニュースJ No.85発行

　　　

・北海道邨病センター視察旅行３泊に参加

　　　　　　　　　　　　

17^.

7月

　

・医療祖談と交流会（人阪府立労働センター）依藤Dr.

　　　　　

17名

　　　

・今竹翠さん（賛助会口）等

　

西ドイツＭＧ協会ヴェーレ会長を訪問

8月

　

・関西合川レクリエーション（びわ湖ふれあいハウス）一泊

　　　　

36名

　　　

・「大阪支部ニュースJ Na86発行

9月

　

・第20回大阪支部記念総会・記念パーティ（人阪ガーデンパレス）

　

70名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5講師

12月

　

・「人阪支部ニュースJ Na87発行

司会の関西テレビ･

桑原アナウンサーと



ｏ大阪支部35年のあゆみC）

2月

　

一筋無力症小児検診（人阪市立人学病院）

　　　

・関所合同役員会（神戸市勤労会館）

3月

　

・「人阪支部ニュースJ Na88発行

4月

　

・JPC国会請願行動

5月

　

・全国総会（栃木・日光観光）

　　　

・「人阪支部ニュースJNO 名9発行

6月

　

・第21川人阪支部総会（府立労働センター）

　

１講師

7月

　

・「人阪支部ニュースJ Na90発行

　　　

・筋無力症治療病院・医師リスト（大阪支部編）作成

19家族

15名

;(け1

　

9お

　

8月

　

9月

10月

11月

12月

66わ

・関西合同レクリエーション（卜重厚生年金センター）伊勢・鳥羽

　

45^,

・人阪難病センター建設の請願行動

・大阪難病連・JPC街頭キャンペーン

・「大阪支部ニュースJ Na91発行

・JPC全欧田､者家族集会（東京コマ旅行会館）

・筋無力症小児検診（人阪市立人学病院）

3^.

参加2^,

　

18家族

■平成3年6月29日

　

第21回大阪支部総会

　　　　　　　　

(府立労働センター)

・平成3年8月

　

関西合同レクリエーション（伊勢神宮前）

ゴ］
・平成3年11月

　

ＪＰＣ全国患者家族集会（東京コマ旅行会館）

43
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１月

2月

3月

4月

6月

7月

8月

9月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・「人阪支部ニュースJ N().92発行

・筋無力症成人眼科検診

・全国運営委員会（東京）

・ビデオ「希望とともに生きる」完成記念十JI央会

・関西合川役員会（京都教育文化センター）

・「人阪支部ニュースJ No.93発行

・第22回人阪支部総会（奈良･春日野荘にて）２講師

・止木氏にビデオ完成感謝状

・高知連絡会

　

第４回筋無力症医療相談会

　　

門田Dr.

・筋無力症治療国内病院・医師リスト（第２版）完成

・「大阪支部ニュースJ No.94発行

・関西合同レクリエーション（布引ハープ園）

・大阪神経筋難病医療相談会に協力

10月

　

・第７回広鳥集会・医療講演と相談会

　　　

・大阪難病連

　

難病センター建設請願行動

　　　

・大阪難病辿

　

街頭キャンペーン

　　　

・大阪難病連フェスティバル

11月

　

・「人阪支部ニュースJ Na95発行

12月

　

・筋無力症小児検診（人阪市立大学病院）

■平成4年6月６日

　

第22回大阪支部総会（奈良一春日野荘）

11^1

1名

13名

60名

22名

32名

2名

24名

　

3名

10数名

20家族

一 一 一

■平成4年2月24日

　

ビデオ「希望とともに生きる」

　

完成記念上映会・テレビ数社取材

■平成4年9月

　

関西合同レクリエーション

　　

(布引ハープ園)



　

平成５年

(1993年)

2月

4月

5月

・「人阪支部ニュースJ No.96発行

・関西合回役員会アピオ人阪（大阪市立労働会館）

・JPC

　

川会請願署yl ・募金活動

・人阪邨病辿

　

ＭＧ［矢療相談会

・［人阪支部ニュース］Na97発行

・全国総会（東京・北トピア）

○大阪支部35年のあゆみＣ

16名

34名

6月

　

一山川

　

おしゃべり会

　　　

・大阪難病連

　

街頭キャンペーン

7月

　

・第23川人阪支部総会in和歌山（加剔月民休暇村）２講師

　　　

・北海道邨病連20周年集会

　　　　　

北海道支部大会に招かれる

8月

9月

名
名

１
八
り

65名

支部長

・［人阪支部ニュース］Na98発行

・関西今同レクリエーション（嵐山･トロッコ列車と保津肝-ﾄﾞり）

　

30名

・人阪難病辿

　

街頭キャンペーン

10月

　

・JPC

　

街頭キャンペーン

　　　

・「人阪支部ニュースJ Na99発行

　　　

・大阪神経難病医療福祉相談会

11月

　

・大阪邨病連

　

難病センター建設請願

　　　

・JPC

　

健保改悪は許さない患者・家族大行動、上京

　　　

・筋無力症小児検診（大阪市立大学病院）

・平成5年7月３日第23回大阪支部総会in和歌山（加太国民休暇村〉

■平成5年9月５日関西合同レクリエーション

　　

4名

10家族

・平成5年11月15日JPC厚生省ヘデモ行進

匙
ｉ

45
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１月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

　

8月

10月

○大阪支部35年のあゆみＣ

・和吹山連絡会発会

・関西合同役貝会（神パグランドピスタ）

・「人阪支部ニュースJNo」00発行

・令川運営委員会

・人阪難病連

　

街頭キャンペーン

・「難病ヘルス・ノート重症筋無力症」関西３支部共編、完成

・

　

ﾄ人阪支部ニュースJN0 ｡10!発行

・令岡総会（神戸・しあわせの村）

・人阪難病連

　

街頭キャンペーン

・「大阪支部ニュースJ No.102発行

・第24回大阪支部総会（エル人阪）２講師

・筋無力症小児検診（人阪市立人学病院）

・関西合同レクリエーション（‥引I･法降寺）

・人阪難病連ＭＧ医療相談会

・『人阪支部ニュースJNo』03発行

・広島会

　

医療相談会

・滋賀会

　

医療相談会

15名

57名

13家族

15名

｡111111



　

平成７年

(1995年)

て｡。・≒Ｊ

■平成7年6月

１月

2月

4月

5月

6月

7月

8月

10月

11月

12月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・阪神・淡路人震災，会員に救援緊急呼び掛けをする

・義援企103万6千円を兵庫支部に贈る

・「人阪支部ニュース」No.l()4発行

・会貝の鳥阪久了さんの闘病記『有待草』自費出版される

・「人阪支部ニュース」NttlO5発行

・第251HI人阪支部総会（京祁・白河院）

・人阪神社難病医療福祉相談会

一「大阪支部ニュースJN0 ｡106発行

一関河介回レクリエーション・頑張れ神戸・港クルージング

・筋無力症小児検診（大阪llj' </'.大学病院）

・JPC令川集会（北海道）に参加

・「人阪支部ニュースJN0 107発行

30^,

35^,

8^1

■平成7年10月14日

　

関西合同レクリエーション・頑張れ神戸

　　　　　　　　　　　　　　

港クルージング

第25回大阪支部総会（京都・白河院）

47



平成８年［

1 QQCξＺＺへｙ(1996年)↓

　

3月

　

6月

　

8月

10月

○大阪支部35年のあゆみＣ

・「人阪支部ニュースJ No.108発行

・第26回大阪支部総会in広島（宮鳥コーラルホテル）2講師

・「人阪支部ニュースJ NalO9発行

・関西合同レクリエーション（神戸フルーツフラワーパーク）

・人阪支部ホームページ開設、朝日新聞で紹介

・医療相談（岸和田市）

　

野|則利了Dr.

12月

　

・筋無力症小児検診（人阪市立大学病院）

　　　　　　　　　　　　　　　　

公的研究費による最後の検診

　　　

・

　

ﾄ人阪支部ニュースJNo､110発行

-i4ai－●,…………………一･

48
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76名

26y;

30名

13家族
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平成９年

(1997年)

○大阪支部35年のあゆみＣ

2月

　

・人阪支部のホームページを「ＭＧ友の会西日本」と改称

　　　

・関西介同役員会（神戸勤労会館）

3月

5月

8月

10月

11月

12月

・「人阪支部ニュースJ Nalll発行

・第27川大阪支部総会（大阪・トーンセンター）２講帥

・「人阪支部ニュースJ Nall2発行

・医療十日談とお弁肖交流会（みのお山荘）

　

阿部Dr.

・「人阪支部ニュースJN0.113発行

・筋無力症小児検診（大阪市立人学病院）

icjrrj?!J叩laito^eo㎡y!

　全国

;

飼

Sl

i亥

l

島兪

へ

　　西日攻。・・

　　讐命ド

　-

;

。。｡゛

J匹面娑四kj-
　Mn.-n*ii#?i7 r,.fD.Jp

四百回

　
　
　
　
　
　

Ａ

ｔ
ｌ
む

姜Ｄ｢.奥村Dr.

・平成9年2月

　

大阪支部のホームページを

　

「ＭＧ友の会西日本」と改称

・平成9年10月

　

第1回医療相談とお弁当交流会

　　　　

（みのお山荘）阿部Dr.

18名

60名

26名

■平成9年5月

　

第27回大阪支部総会（大阪・トーンセンター）交流会



2月

4月

5月

9月

10月

11月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・「人阪支部ニュースJ Nall4発行

・関西合同役員会（大阪・千里中火公民館卜葛城貞三氏を迎えて

・第28回人阪支部総会in滋賀（いこいの村びわ洲）２講師

　　　　　　　　　　　　　

イ∩佐他聞

・内祝鏡による胸腺于術の記事初めて朝日新聞に載る

　

城戸Dr.

・「大阪支部ニュースJN0.115発行

・関西合同レクリエーション（淡路鳥）野島断㈹を見学

・医療相談とお弁当交流会（高槻巾民交流センター）奥村Dr.

りPC令国心曹家族集会（高知県）に参加

・筋無力症小児検診（人阪巾立人学病院）

■平成10年5月第28回大阪支部総会in滋賀（いこいの村びわ湖）

万世協会訪問

■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ - ･ I ■ ■

し ’

　

･ ? . .

ｺ

御 4

第全国筋無カ症友の会
司大阪支ぴ総会iNiim

La - , K%r ＼ m ,

・平成10年9月12日

　

関西合同レクリエーション（淡路島）

　

野島断層を見学

50

19名

62^,

38名

26^,

　

b'Y^

13家族

liiwuA.ふへIﾊﾟ．



平成11年
(1999年)

１月

3月

4月

5月

8月

9月

10月

　

「人阪支部ニュースJ Nttll6発行

関西合同役員会（京都ハートピア）

　　　　　　　　　　　　　　

22^.

　

r人阪支部ニュースJ Nall7発行

第29川人阪支部総会（人阪･トーンセンター）気功を学ぶ１講師

　

40名

　　　

宮下氏、サイクロスポリンの体験発衣

　

｢人阪支部ニュースJN0.118発行

関西合同レクリエーション（琵琶湖周遊）

　　　　　　　　　　　

32^1

　

r人阪支部ニュースJ Nall9発行

医療ｷ||談とお弁肖交流会（みのお山荘）

11月

　

・頑張れ難病忠者||本一川激励マラソン

12月

　

・筋無力症小児検診（大阪市立大学病院）

・平成11年9月第29回大阪支部総会（大阪・トーンセンター）

　

宮下氏、体験発表
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全国筋多力症支の会ﾀて夕輿か
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ｌ

ゝ

殤

中村Dr.

一行を大阪に迎える

９'？『碑ｆII

鈴木先生に気功を学ぶ

27^,

20家族

tｓｌ？４ぶ回

紗9囃

ｊ

-

"･ii^ii-j5aifBii2;ffi-'r''f≪W-'^5''lふこ

如･Q､･・空
路＆rり城＆

■平成11年9月 関西合同レクリエーション (琵琶湖周遊)

■平成11年10月

　

医療相談とお弁当交流会

　

（みのお山荘）中村Dr,
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2月

3月

5月

7月

8月

10月

12月

・「人阪支部ニュースJ Nal20発行

　　　　　　　

一初めて城バＤr.寄稿論文（内規鏡ﾄﾞ胸腺千･術）掲載－

・関西介川役員会（人阪・千里中火公民館）

　　　　　　　　　　　

18y，

・全国総会（愛知健康プラザ）宇尾野Ｄｒ.藤＃Ｄr.他

　　　　　　

約100名

・第30川人阪支部総会in愛媛（障古者福祉センター）辿後温泉２講師

　

60名

・「人阪支部ニュースJNo」21発行

・関西介同レクリエーション（奈良県人願寺、みはる温泉、室生寺）22yl

・筋無力症小児検診・成人眼科検診（人阪市ヽy大学病院）

　　

6家族

　

18わ

・平成12年5月

　

全国総会（愛知健康プラザ）

　　　　　　

藤＃Ｄr.を囲んで



○大阪支部35年のあゆみＣ

2月

　

・「大阪支部ニュースJ No.122発行

　　　

・関西介同役員会（神戸市勤労会館）

　　　

・大阪難病連「21世紀の総合的難病対策を考える」

3月

　

・早春のおしゃべり会開催、温泉と食事会（不死王閣）

　　　

・国会請願署名活動展開

5月

　

・「大阪支部ニュースJ No.123発行

　　　

・本部運営正常化をめざすはがき作戦実施

6月

　

・全国支部会議（東京）

　　

2名上.京

　　　

・「大阪支部ニュースJ No.124発行

7月

　

・第31川人阪支部総会（エル大阪）

　

2講師

　　　

・厚生労働省にサイクロスポリンの保険認可を求めて上京

　　　

・「仲間は人勢いますよ」ポスター作成

　

9月

10月

・吹出市保健所でＭＧ講演会

　

斎田Dr.

・関西合同レクリエーション（岡山県湯原温泉）

・第１回ＭＧフォーラム（東京北とぴあ卜大阪担当

12月

　

・筋無力症小児検診・成人眼科検診（大阪市立大学病院）

W¥-SII."｀'･.･｀.l･4‘!1=マごごごこびj･.･.･.････

　　　

･････････････.･

　　　　　　　　

弟j/回で,７’大阪支部総会

･"W………

　

71胃

16fi

72名

5^,

　　　

21^,

　　　

130^,

7家族

　

11^1

・平成13年7月

　

関西合同

　

レクリエーション

　

(湯原温泉)

　　　

・平成13年7月

　　　　

｢仲間は大勢いますよ｣

　　　　

ポスター作成

あ|なr:.ltひとl)<こ
r?lifll

　

あ/なじII'tダこ用i卜i!1
悩んこいませんか

全霜爾騰力１友のき

悩人こいませんか

全圃笏無力療友の会

一一

71111
重症筋無力症フォー･

　　　　　　　　

.‥......aぱUS'･皿■･■■■

kﾚII｡i，

■平成13年10月

　

第1回ＭＧフォーラム

　　

(東京北とぴあ)

　

伊藤たてお氏

斎
田
Ｉ
参
・

に
｀

=‾●

　　　

。‾];ZＩ

４1１

講師、先生方
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2月

3月

4月

5月

6月

7月

9月

10月

11月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・「大阪支部ニュースJ No,｡125発行

・関西合同役員会（ハートピア京都）

・全国患者家族大集会（東京弁護士会館）

・小児ＭＧ会の発足一本田さん他「ひまわり新聞」発行

・「人阪支部ニュースJ No.126発行

　　　

23名

605乍1、1名上京

　　　

20数名

・第32回大阪支部総会（岡山コンベンションセンター）2講師

・筋無力症学習会（和泉保健所）

　

奥村Dr.

・

　

ﾚ大阪支部ニュースJ No.127発行

・阪大第１外科塩野Ｄr.と懇談、第1外科の方針を巡って

・関西介同レクリエーション［人原］ﾐ千院泊、京都植物圃）

・「人阪支部ニュースJ No.128発行

・全国総会と第２回ＭＧフォーラム（東京都巾小企業会館）

・「徳島難病を皆で考える会」に参加1名、アスナロ会と交流

48名

10数名

　

陥

18名

130名

　　　

・筋無力症小児検診・成人眼科検診（大阪市立大学病院）4家族

　

16名

12月

　

・藤沢薬品プログラフ担当者２名と役貝4名が懇談（阪人病院）

■平成14年5月

　

第32回大阪支部総会in岡山（岡山コンベンションセンター）

　　　　　

柏原Ｄr.安藤Dr.

54

・平成14年10月２日

　

関西合同レクリエーション

　

(大原三千院、京都植物園)

・平成14年10月

　

第２回ＭＧフォーラム（東京都中小企業会館）

　

交流会にて



１月

2月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・免疫性神経疾患研究班会議（束京都市センターホテル）

・「人:阪支部ニュースJ No.129発行

出席け1

　　　

・厚労省新しく難病対策見直し予算を組む、難病センターの整備等

　　　

・関西合同役ｎ会（千里中央公民館）島根県から初参加

3月

　

・全国運営委Ｈ会（東京）

　　　

・鳥収人学へ荒賀Ｄｒ.を訪問

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

12月

　

16^,

　　

1名

支部艮

・「大阪支部ニュースJ No.130発行

・第33回人阪支部総会（人阪トーンセンター）2講師・交流会

・島根県連絡会発足記念講演会に出席

・「人阪支部ニュースJ Nal31発行

・医療相談とお弁当交流会（みのお山荘）小西Dr.

・「人阪支部ニュース」号外発行

・第３回重症筋無力症フォーラム一成功（ホテル人阪サンパレス）

　　

金国から100名余参加、城パＤr.小西Ｄr.翌日万博公闘に遊ぶ

・「人阪支部ニュースJN0 ｡132発行

・ＭＧ治療病院とドクターリストのための調査始める

・筋無力症小児検診中止

■平成15年2月

　

関西合同役員会（千里中央公民館）

■平成15年10月第３回重症筋無力症フォーラム･交流会（ホテル大阪サンパレス）

60 r,

　

け

21^.

塩野Ｄr.の講演

ｙ

･一
一/W●-
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2月

3月

5月

6月

7月

月
月

８
９

10月

11月

12月

ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

・関西合同役員会（神戸市勤労会館）４支=部、５連絡会役員

　　　　　

2け1

・

　

｢人阪支部ニュースJ No,133発行

・第34川人阪支部総会（大阪トーンセンター）１講師

　　　　　　　　

38名

・全国運営委員会（東京）に参加

・全国総会と第４回ＭＧフォーラム（東京グランドホテル）

　　　　　　

n^

・「人阪支部ニュースJN0 134発行

・人阪支部35周年記念誌編集会議スタート

・「セカンドオピニオンを聞く会」（千里中央公民館）衛藤Dr.

　　

14名

・「人阪支部ニュースJ No.135発行

・第３川難病センター研究会（神戸商工会議所会館）

　　　　　　

参加3名

・関所介同レクリエーション（南紀・自浜アドベンチャーワールド）23yl

・筋無力症講演会（池田保健所）小西Ｄｒ．大阪支部PR

・

　

ト人阪支部ニュースJ No.136発行
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正岡Dr.
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全国から100余名参加

第３回１症筋無力症フォーラム

小西Ｄｒ．城戸Ｄr.による医療相談

1
　
１
　
i
？
"
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「」’”

４

一一-

○大阪支部35年のあゆみ○

詩を吟じる勝木兵庫支部長
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結果は？

小児科・山森Dr.
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結成式

　

昭佃6乍9月1711 『筋無力症について』

人収人学病院第2内科待か室

○大阪支部35年のあゆみＣ

大阪大学医学部附属病院第1内科

　

腿岐

　

和之Dr.

第１呵

　

I対146年12月1川

　　　　

人|如い川吠公会堂

｢筋無力知－その治療の実際」

　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1内科

　　　　　　　　　　　　

大阪市立大学医学部附属病院小児科

隠岐

宮川

和之Dr.

雄NiDr.

第２回

　

咄徊7年7月9川 『MG忠者100ylのアンケート調査の結果』

人阪り川新聞ビル13ド会議室

　　　　　　　　　　

『外相叉のぐ.場から』

大阪大学医学部附属病院第2内科

　

高橋

　

光雄Dr.

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

正岡

　

昭Dr.

第３回

　

|別口48年Ｈ月311

　　

「筋無力症の臨床に関する問題点」

　　　　　

人阪帽i新川ビル131恰議室

　　　　　　　　　　

大手前病院

　　　　　

内科

　

野木

　

一雄Dr.

　　　　　　　　　　　　　　

r小児筋無力症忠者の実態調介をして』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪市立大学医学部附属病院小児科

　

宮川

　

雄祐Dr.

　　　　　　　　　　　　　　

『小児筋無力症忠君の特血と諸問題』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院小児科

　

薮内

　

百治Dr.

第４回

　

昭和49年11月10日 F患者･と共に学び号える梁川

人収州||新聞ビル13ド余廠室

　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

京都大学医学部胸部疾患研究所附属病院

京都大学医学部胸部疾患研究所附属病院

　　　

大阪大学医学部附属病院小児科

　

大阪市立大学医学部附属病院小児科

IE岡

門川

清家

寺松

和Ill

薮内

山森

　

昭Dr.

康正Dr.

洋:■-Dr.

　

孝Dr.

洋己Dr.

百治Dr.

　

勲Dr.

第５回

　

昭和50年11月２日

　　

合同討議『ＭＧの医療と生活を巡って』

　　　　　　

人阪巾‘ヽI/ﾐ労働公館

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪北野病院

　　　　

内科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

関西医科大学公衆衛生学教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

関西医科大学公衆衛生学教室

＼＼-M

　　

ll,'U)r.

清家

　

洋二Dr.

西谷

　

裕Dr.

東川

　

敏人Dr.

橋本美知r-Dr.

第6101

　

啼|151年10月3川

　　

介同討議『筋無力症治療法と健康法の現状と展望』

　　　　　　

人収州日新剛ピル13F公議室

　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第2内科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

京都大学医学部附属病院胸部外科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

京都大学医学部附属病院胸部外科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

甲田病院

高橋

ぷ松

和川

脚|

光雄Dr.

　

予Dr.

洋LlDr.

光雄Dr.
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ｏ大阪支部35年のあゆみＣ

第７回

　

昭和52年11月３日

　　　　　　

人阪11J･ヽy労働会館

「最近の胸腺手術とその予後について｣

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

llﾓ岡

　

昭Dr.

[筋無力症の内科的治療についてJ

　　　　　　　　　　　　　

大阪医科大学附属病院

　

内科

　

茂在

　

敏治Dr.

『筋無力症治療の現状一宇多野病院神経筋病棟の開設に当って』

　　　　　　　　　　　　　

国立療養所宇多野病院神経内科

　

野目

　

貞子Dr.

第８川

　

昭和53年10月１日

　　　　　

人阪ll爪労働公館

｢何か筋肌力症治療に有効か｣

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第2内科

　

鳥橋

　

光雄Dr.

F胸腺于術の現場から』

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

門川

　

康正Dr.

[小児ＭＧの治療について]

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院小児科

　

杉川

　

降博Dr.

第９回

　

昭和5作5月27日

　　　　

人阪町ぷ.労働センター

｢筋無力症の内科的治療について」

　　　　　　　　　　　　　

国立療養所宇多野病院神経内科

　

小内

　

哲郎Dr.

『胸腺手術後の検査成績について』

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

門田

　

ぽiF.Dr.

[ＭＧのクリーゼに備えて]

　　　　　　　　　　　　　

大阪府立羽曳野病院集中治療科

　

木村謙太郎Dr.

『開き直って心の健康を』

　　　　　　　　　　　　　

大阪難病相談室

　　

乾死乃生先生

第101111

　

11MI155年5JJ24R～25H『血漿交換療法を中心に』

記念総会

　

みｏお山荘

　　　　　　　　　　　　　

名古屋市立大学医学部附属病院第2外科

　

IIﾓ岡

　

昭Dr.

　　　　　　　　　　　　　　　

『神経内科からみた筋無力症』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第2内科

　

鳥橋

　

光雄Dr.

第11回

　

咄和56年6月28日

　　

京都・副一睨

　

総会議事と交流会のみ、講師なし

第12回

　

昭和57年10月3ロ 『筋無力症の胸腺手術について』

人阪肖人情報文化センター

　　　　　　　　　　　

『筋無力症治療研究の今後』

医療相談

国立療養所宇多野病院外科

　

生嶋

　

宏彦Dr.

大阪大学医学部附属病院第2内科

　

鳥橋

　

国立療養所刀根山病院神経内科

　

為

光雄Dr.

　

進Dr.

第13川

　

昭徊8年6月28ロ

　　

みｏお山荘

　　

総会議事･と交流会のみ、講師なし

第14川

　

昭和59年5月20日

　　　　　

余良丈化公館

『筋無力症の漢方治療に当たって』

　　　　　　　　　　　　　

兵庫県立尼崎病院東洋医学科

　

松本

　

克彦Dr.
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○大阪支部35年のあゆみＣ

第15回

　

昭和60年4月28H

　　

『筋無力症と合併症について』

　　　　　

人阪府桂余柵祉指導センター

　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第2内科

　

狭間

　

敬憲Dr.

　　　　　　　　　　　　　　　

r筋無力症と胸腺腫についてJ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

藤片

　

義敬Dr.

第16回

　

昭和61年5月nil

　　

「アンケート訓をを終えて｣

　　　　　　

人阪府仕公印｢1万指４センター

　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第2内科

　

高橋

　

光雄Dr.

　　　　　　　　　　　　　　　

『阪人第2内科における筋無力症実態調査の経過と問題点』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第2内科

　

梶山

　

浩司Dr.

第17回

　

||肘|162年絹26日

　　　　

人阪府夕.労働センター

『筋無力症の薬物療法について』

　　　　　　　　　　　　　

国立療養所刀根山病院神経内科

　

姜

　　

進Dr.

[筋無力症手･術の長期予後について]

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

中原

　

数也Dr.

第18回

　

町和63年6J」崩」

　

「筋肌力症の治療一最近の話題」

　　　　　　

鵬岸〕京祁郵政共済公卿

　　　　　　　　　　

近畿大学医学部附属病院神経内科

　

鳥橋

　

光雄Dr.

　　　　　　　　　　　　　　　

「筋無力症外利･的治療の効果について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

橋本

　

純平Dr.

第19回

　

平成元年6川7日

　　　　　

枚川山荘凍人阪Iい

｢筋無力症に関する最近の話題｣

　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

膝井

　

義敬Dr.

｢筋無力症の病態生理と治療｣

　　　　　　　　　　　　　

国立療養所宇多野病院神経内科

　

小|几i

　

哲郎Dr.

第20川

　

平成2年9月16日

記念総会

　

人阪ガーデンパレス

｢筋無力症治療の20年を振り返って｣

　　　　　　　　　　

名古屋市立大学医学部附属病院第2外科

　

正岡

　　

昭I)r,

第21回

　

平成3年6月29日 『筋無力症と絹絹

人阪府社会柵祉指心センター 兵庫県立尼崎病院東洋医学科

　

松本

　

克彦Dr.

第22回

　

平成4年6月６日

　　　　　　

存日野荘（余良li)

『筋無力症の胸腺手術と戸後について』

　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

藤井

　

義敬Dr.

『筋無力症治療の現状一最近のぢl例から』

　　　　　　　　　　　　

近畿大学医学部附属病院神経内科

　

高僑

　

光雄Dr.

第23回

　

平成5年7J」3H～411「筋無力症と胸腺腫」

　　　　　

和歌山一加人所引木暇村

　　　　　　　　　　　

徳島大学医学部附属病院第2外科

　

門川

　

康正Dr.

　　　　　　　　　　　　　　

r筋肉及び神経とミネラルについて一筋無力症を中心に』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

和歌山県立医科大学神経病研究部

　

安＃

　

lljl之Dr.

第24回

　

平成6年7月3U」

　

「ここまで良くなったＭＧ，良くならないＭＧ～なぜ」

　　　　　　

エル人収（府ヽy労働センター）

　　　　　　　　

近畿大学医学部附属病院神経内科

　

鳥橋

　

光雄Dr.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

近畿大学医学部附属病院神経内科

　

河Ill

　

清美Dr.
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第25回

　

平成7年6川O日 京祁・|'1河院

　

総会議事のみ、=記念講演なし

第26回

　

平成8年6月811

　　　

広几・肖鳥コーラルホテル

「重症筋無力症の治療一一鳥齢者対策｣

　　　　　　　　　　　　　　　　

広島市民病院

　　

神経科

　

好水

　

順二Dr.

j『重症筋無力症の外科的治療の現状』

　　　　　　　　　　　　　　　　

広島市民病院呼吸器外科

　

妹尼

　

紀K-Dr.

第27回

　

平成9年5月17日 『重症筋無力症一治療の現在と未来』

ドーンセンター（人阪府･I/l婦人総合センター） 国立療養所刀根山病院神経内科

　

萎 進Dr.

｢重症筋無力症一一特輿的免疫抑制療法を目指して｣

　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

奥村明之進Dr,

第28回

　

平成lo年5月1611～17日「服症筋無力症一胸腺予術後の経過を考える」

　　　　

いこいの村びわ湖

　　　　　　　　　　　　　　　　

国立療養所宇多野病院神経内科

　

斎川

　

孝彦Dr.

　　　　　　　　　　　　　　　

『滋賀医大におけるＭＧ治療の現状丿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

滋賀医科大学附属病院第3内科

　

安川

　　

斤Dr.

第29回

　

平成11年5月22日 『気功でストレスを乗り切ろう』

ドーンセンター（人阪町11411人総合センタペ 中国ゆめ体操の会

　

鈴木

　

常勝先生

第30回

　

平成12年7月川

　　　

愛媛県身休障害者柚祉センタ

『重症筋無力症の外科的治療』

一

　　　　　　　　　　

徳島大学医学部附属病院第2外科

　

門川

　

ぽ町)ｒ.

r重症筋無力症と内科的治療』

小児科

　

林

　　

ll{俊Dr.

第31回

　

平成13年7月15日

　　　　　　　　　　　　　　　

市立宇和島病院

『難治性重症筋無力症と新薬治療の実際』

エル大阪｛人阪町4･.労働センタづ

　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院第1外科

　

奥村明之進Dr.

　　　　　　　　　　　

『眼科医からみた重症筋無力症』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪市立総合医療センター小児眼科

　

横山

　

連Dr.

第32回

　

平成14年5J｣25[]

　

『重症筋無力症治療の現状』

　　　　

川山コンベンションセンター

　　　　　　　　　　　　　　　

岡山旭東病院神経内科

　

柏原

　

健一Dr.

　　　　　　　　　　　　　　　

｢重症筋無力症の外科的治療---･内規鏡手術を中心に｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岡山大学医学部附属病院第2外科

　

安藤

　

陽人Ｄｒ.

第33回

　

平成15年5月2411

　　

「重症筋無力症の最新治療－プログラフ他」

　　　　

トーンセンター（人阪町､y婦人総介センター）

　　　　

大阪大学医学部附属病院神経内科

　

阿部

　

和人Dr.

　　　　　　　　　　　　　　

『ﾌ覗症筋無力症の胸腺丁･術一最新事情』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪大学医学部附属病院呼吸器外科

　

川野

　

裕之Dr.

第34回

　

平成16年5月15H

　　

D骸症筋無力症と漢方J

　　　　

トーンセンター｛人阪府､UI｝人総介センタづ

　

松本診療所（元･兵庫県立尼崎病院東洋医学科）松本

　

克彦Dr.
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入
Ｓ
り
‘
ｙ
Ｉ
る
嗣

　

作
川
…
‘
わ
｛
｛
‐
ｒ
状
～
－
り
、
K

　

a
-
.
…

.
^
x
≪
E
ｓ
^
i
!
.
、
臨
切

　

れ
｛
同
れ
に
し
か
出
な
い
が
、
こ
れ

　

い
い
芦
電
う
ぐ
。
Ｋ
い
恥
自
｛
り
Ｉ
Ｊ

　

．
｛
ａ
ｚ
、
端
的
に
物
乱
‐
．
て
｀
’
～
。

　

i
c
r
-
;
-
.
■
<
-
■
<
、
医
師
Ｉ
。
て

　

C
'
i
'
ｙ
i
H
/
.
-
Z
i
い
は
£
■
■
>
:
し
い

　

ら
り
゛
‐
ぷ
ご
．
回
心
雙
輿
．
い
た
し

　

人
"
:
ｉ
≪
o
人
、
［
木
皿
．
・
・
．
｀
．
ん
］

　

-
^
ｆ
ｔ
ｓ
-
.
'
<
a
3
f
^
a
ｓ
:
-
:
-
'
r
-
:

　

Ｉ
侑
の
り
食
然
、
函
か
も
・
．
れ
出

　

し
、
物
か
．
．
一
に
罠
λ
Ｉ
部
｛
の
｛

　

i
i
"
-
'
"
*
t
-
!
J
s
'
t
'
"
<
S
、
爵
Ｍ
は
K
i
C

　

5
~
-
;
c
T
f
'
:

■
か
c
s

■
;
■
r
>A
.

　

i
i
t
-

■
;
2
.S
'
W
a
^
ｉ

>
s
a
i

｀
ホ
i
-
-
.
'
｡
v
＊
:
"
>
-
;
5
≫
.
-
'
~
~
"
-
'

　

｛
吋
Ｍ
Ｓ
”
Ｍ
し
し
訊
｛
Ｕ
Ｍ
、
ｓ

　

８
;
-
<
　
-
≪
■
:

-
！
.
･
:
■
:
'
-
-
<
-
-

　

’
‥
ん
≒
し
Ｉ
．
‥
Ｍ
㈲
に
リ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

ｘ
t
ｈ
<
ｔ
t
ｔ
i
　
m

[
し
■

-
'
-
･
-
'r
-
E
'
］
5
*
"
｡
-
^
-
J
い
Ｍ

^
;

(
■
'
s
＊
＾
｡

m
川
、
ｓ
口
だ
９
ふ
ん
が
。
｛
‐
い
H
-

K
f
c
-
j
a
B
x
.
ｆ
ｉ
^
｡
｡
^
'
j

■

^
i
f
'
｡
:
-
U
4
i
く
'

y
R
K
t
-
。
『
。

が
、
ぺ
。
後
、
こ
れ
が
永
続
一
に
ん
‘
は
・
『
。
‐
。
も
ｔ
し
り
。
削
７

の
か
、
１
．
‘
、
て
の
W
-
~
.
P

５
-
*
"
ん
’
Ｅ
Ｉ
―
い
な
い
に

＊
i
!
'
-
:
^
"
^
:
-
i
:
S
:
p
i
'
Ｓ
-
5
　
'
■
■

＾
S
S
？
-
-
;
-
-
:
s
;
;

~
-
:
:
:
~

<
-
ｓ
か
ら
･
'
i
r
-
:
-
c
i
!
ｓ
ｓ
の
手
紙
か
池
る
北
川
八

か
、
i
≪
i
.
Ｅ
ｌ
=
ｅ
-
;
-
'
i

K
l
'

Ｉ
自
中
＜
＾
5

-
S

ｔ
.
'
-
H
i
i
i

は
、
E
i
S
-
S
a
-
£
r
K
＊
Ｓ
v
≪
I
＼
-
i

吋
゛
わ
ら
、
。
ａ
―
。
作
戦
か
Ｉ
ら
、
全
国

た

な
ど
、
Ｉ
身
の
筋
肉
に
力
か
入
ら
な

く
な
り
ま
す
。
一
番
囚
る
の
は
Ｓ
ｆ
ｃ

が
ｅ
く
な
″
て
呼
吸
困
邨
を
ａ
ｕ
r
'

こ
と
で
す
"

i
t
i
e
の
ま
ひ
と
違
い
、

休
め
ぱ
ま
だ
肺
状
が
心
く
な
る
の
か

特
敵
で
Ｆ
。

　

‐
－
－
－
－
－

重
症
筋
無
力
症

ひ
と
う
で
す
。
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と

い
う
神
畔
伝
達
物
質
を
橋
渡
し
と
し

て
。
神
経
か
ら
c
S
h
i
E
a
r
'
が
。
伝
わ

っ
て
い
る
の
で
す
か
、
こ
の
i
S
S
S
h
i

な
る
と
、
筋
肉
副
に
あ
る
ア
セ
チ
ル

コ
リ
ン
の
受
容
体
か
心
分
の
抗
休
に

■
ａ
ａ
ｎ
-
j
れ
て
数
か
腱
。
た
り
、
機
肥

か
低
ト
し
た
り
し
て
、
り
り
か
」
わ

ら
な
く
な
る
た
め
、
う
・
ま
ぐ
筋
肉
か

動
か
せ
な
く
な
る
の
で
す
。

　

£

＞
-
＾
S
:
の
雛
病
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
か
、
洽
る
の
で
す
か
。

薬
や
手
術
で
８
割
は
軽
く
な
る

　

閻
と
う
し
て
む
か
阪
け
て
し
ｔ

う
の
で
す
か
。

　

畜
人
川
の
皿
に
は
、
体
内
に
り

大
し
た
外
敵
か
ら
‐
分
を
～
る
抗
体

と
い
り
も
の
か
あ
る
の
で
す
が
、
こ

の
抗
体
が
敵
と
・
□
分
を
勘
遂
い
し

て
『
・
‐
分
‐
身
を
攻
撃
し
始
め
て
し

がiR,せi1!ﾗ1盛ｙ『二

　

答
難
・
刈
の
申
で
は
．
Ｉ
較
的
６

り
や
す
い
Ｉ
哨
ｙ
で
Ｉ
。
名
前
か
ら

「
一
症
」
を
収
ろ
う
と
い
う
話
が
川

て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
。
八
利
Ｉ

は
口
状
が
軽
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
a
i

う
の
は
、
抗
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ

と
い
う
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
分
解
す

　

とれ川院す

1’ .･Cも剛体’｀

g.ff 1111φ〆r゛

疫
に
四

｜昭和６３年４月２４日

　

紬日新聞より

１
１
阪
大
病
院
内
に
あ
す
オ
ー
プ
ン

手
芸
品
４
　
即
売

阪大病院内にオープンする手づくりのiUrアミ」

S
３
Ｏ
!
;
'
i
;
o
i
e
'
;
-
;
3
＊
.
'
.
ｉ
＾
　
s
ハ
『
l
i
.
r
i
へ
‥
Ｉ
は
'
ｓ
u
Ｓ

内
'
.
<
ｔ
'
A
i
.
P
2
9
1
-
"
.
-
'

＾

Ｚ
'
^
'
^
'
6
　
'
.
^
■
＼
"
.
:
'
^
^
り
‥
皿

　

i
r
＃
-
K
≪
i
?
ど
Ｉ
Ｃ
Ｂ
ｉ
ｉ
ｉ
＾
v
-

｡
'
｡
-
3
-
｡
"
-
J
^
_
c
C
-
…

]
-
■
'
!i
f
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Ｌ
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・
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ｉ
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‐
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‐
’
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V
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-
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i
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、
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S
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平成４年３月４日

　

朝日新聞より
i-M＼菟斤IΞ】裏月

筋無力症

一
人
で
悩
ま
ず
闘
っ
て
／

　
　

患
者
団
体
が
ビ
デ
オ
作
り

・
『
;
　
<
■
で
i
？
Ｗ
'
-
r
、

失
わ
な
い
タ
ー
ー
。
筋
肉
の

力
が
ａ
下
す
る
難
病
で
、
話
し

た
り
、
食
べ
初
を
か
ん
た
り
す Ｊ

ぼ
汚
濁
頃
よ
濁
丿
人
几
入
爵
Ｊ
～
ｊ

一
支
障
牙
過
百
至
う
に
な

で
た
現
状
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
同
支
部
が
結
収
二
十
周
C
r
i
J
J

る
こ
と
に
障
寓
か
出
る
皿
症
筋
一
記
念
し
て
つ
く
っ
た
。
こ
の
病

．
T
'
j
-
u
^
f
i
≫
｡
/
i
:
-
v
｡
-
j
_
'
Y
i
n
i
j
a
≪
:

j
d
i
ｔ
;
―
'
r
'
l
'
v

>
　
4
:
;"
J
c
i
e
;
｡
ブ
'
-
>
Ｋ

無
刀
症
の
鬘
態
や
、
勿
果
的
怒
気
を
克
服
し
て
。
短
大
教
授
を
務
一
ビ
デ
オ
は
三
十
分
。
｀

片
９
法
を
患
者
向
け
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
た
ピ
デ
丿
一
希

９
と
と
も
に
Ｉ
き
る
」
を
、
患

者
川
体
の
・
ぶ
国
筋
無
力
‘
■
K
i
友

の
公
」
大
阪
支
部
が
製
作
、
患

者
ら
に
見
て
ほ
し
い
、
と
呼
び

か
け
て
い
る
。
か
つ
て
は
呼
吸

閑
難
か
ら
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
顎
征
を
抑
え
る
治
９

一 一 一 一 一一 一

め
る
支
部
長
の
浅
野
十
糸
ｊ

ナ
リ
オ
を
密
い
て
、
錨

だ
。
撮
影
は
、
世
話
人
ふ

が
経
営
す
る
広
告
代
理
ｔ

力
し
た
。

ま
な
足
状
や
奥
病
の
仕
｀

（
と
し
こ
）
さ
ん
（
が
）
ら
世
話
、
説
明
し
た
あ
と
'
　
H
r
間
｀

- - 一 一

平成７年２月２２日･３月１日

　

ＮＨＫ教育テレビ放送

２
月
麗
日
（
水
）
放
送
口
咎
３
　
月
１
日
＾
水
゛
。
Ｅ
教
育
テ
レ
ビ

重
症
筋
無
力
症

西
谷
裕
n
e
K
-
i
f
.
e
＾
i
a

。
簒
肉
か
勤
か
な
く
な
り
、
員
常
に
疲
れ
や
す
い
’
と
い
う
一
血
筋
鳥
力
症
は
、
厚

生
雀
の
特
定
疾
患
(
W
E
)
に
限
足
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
現
在
で
は
畢
々
の
冶
療
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
治
る
ヶ
－
ス
か
囃
え
て
い
ま
す
。
早
期
に
適
切
な
冶
際
を
。

よよ２に乙lj

F［

動
作
を
練
り
返
し

ｊ

、
４
柏
陥
一
り
粕
≒
。
自
Ｉ
叱
疫
疾
t
J
-
;

:

V
:

Ｉ
～
す
る
と
筋
力
が
皿
―
‐
‐
‐
：
６
璃
μ
や
ｒ
ヽ

‐
’
・
い
だ
症
～
そ
引
Ｉ
・
起
こ
１
１
１

　

一
円
炳
気
に
か
む
：
”
心
べ
’
－
八
口
呻
り
八

－
り
し
…
Ｊ
『
３
入
ぐ
’
‘
。
―
の
和
八
‥
び
ｔ
り
男
り

「
毎
日
新
聞
平
成
５
年
1
2
月
1
6
日
」
よ
り

重
症
筋
無
力
症

　

神
経
の
刺
激
が
筋
肉
へ
う

ま
く
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
目

や
手
足
の
動
き
が
鈍
く
な

り
I
*
ひ
ど
い
場
合
に
は
呼
吸

困
難
に
も
な
る
重
症
筋
無
力

症
。
こ
れ
ま
で
も
胸
腺
の

摘
出
で
冶
癒
す
る
ケ
ー
ス
が

報
告
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近

十
年
間
で
そ
の
摘
出
手
術
が

改
善
さ
れ
、
冶
療
成
績
も
上

か
っ
て
い
る
。

　

こ
の
病
気
は
厚
生
省
指
定

の
難
病
の
一
つ
で
、
十
万
人

に
二
、
三
人
の
割
合
で
発
生
。

原
因
は
い
ま
だ
に
よ

く
分
か
ら
な
い
。
神

ｒ
達
物
質
７
曹

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の

受
容
体
の
働
き
を
阻

害
す
る
抗
体
が
何
ら
か
の
理

由
で
で
き
る
自
己
免
疫
疾
患

の
一
種
。
胸
腺
が
こ
の
病
気

と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
の

か
不
明
だ
が
、
た
ま
た
ま
一

九
三
〇
年
代
に
海
外
で
胸
腺

の
摘
出
手
術
が
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
、
改
善
が
み
ら
れ
、
冶

療
法
と
し
て
普
及
し
た
。

　

－
Ｅ
身
曰

八Ｉ
配
匹

-

ｒ
Ｈ
本
ご
の
！
き
〃
数
『

０
自
～
！
い
わ
に
Ｊ
い
・
現
れ
。

呪
‐
・
』
病
ご
に
指
さ
。
‘
り
、
し
・

　

乖
症
筋
無
り
Ｕ
は
、
筋
～
び
ｋ
Ｌ

ヽ
‐
’
』
、
ｍ
*
!
｡
:
:
-
-
-
-
＾
-
-
^
｡
＾
-
-
'
.

Ｓ
-
s
c
-
i
-
-
■
■
｡
-
■
'
■
-
'
-!
=
;
'
=
■
-
3
;

″
ご
、
～
の

　

り
ヶ
″
／
’
け

-
ａ
ａ
取
目
‐
い
６
ヽ
Ｑ
い
り
ご
Ｚ
″
ｒ
″

。
！
ぶ
し
の
町
肉
か
佑
ば
‘
で
目
べ

　

大
阪
大
医
学
部
第
一
外
科

の
肺
縦
隔
研
究
室
は
六
〇
年

ご
ろ
か
ら
、
こ
の
病
気
の
診

療
と
研
究
を
専
門
的
に
行
っ

て
い
る
。
胸
腺
の
従
来
の
摘

出
法
賤
首
の
付
近
か
ら
切

開
し
て
胸
腺
の
本
体
だ
け
を

取
り
除
く
「
単
純
胸
腺
摘
出

術
」
た
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

同
研
究
室
で
は
八
二
年
か
ら

本
体
周
辺
の
脂
肪
組
織
を
含

め
て
広
範
囲
に
取
り
出
す

　

［
拡
大
胸
腺
摘
出
術
］
を
世

界
に
先
駆
け
て
提
唱
し
た
。

左
右
の
あ
ば
ら
骨
の
中
央
に

あ
る
胸
骨
を
縦
に
切
開
す
る

の
が
特
徴
だ
。

　

同
外
科
は
こ
れ
ま
で
に
約

二
百
五
十
例
の
拡
大
胸
腺
摘

出
術
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

手
術
後
五
年
の
時
点
で
も
再

発
し
な
い
ケ
ー
ス
墜
ハ
○
勿

刃胴際

胸
骨
切
ら
な
い
で
胸
腺
摘
出
手
術

　

胸
の
中
央
を
に
通
る
「
脚
骨
」
の
裏

側
に
あ
る

曜
『
に

周
囲
の
組
峨
を
摘
出

す
る
手
術
を
、
内
視
鏡
で
行
う
こ
と
に
大

阪
番
察
病
院
の
城
戸
哲
夫
外
科
医
長
ら
が

成
功
し
た
。

　

胸
腺
を
と
る
こ
と
が
あ
る
皿
症
筋
無
力

症
や
脚
腺
の
う
謹
な
ど
の
手
術
に
応
用
で

き
る
。
胸
腺
の
内
祝
鏡
乖
術
は
、
胸
骨
に

妨
げ
ら
れ
る
た
め
視
野
が
十
分
で
な
く
難

し
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
葬
具
で
胸
骨
を

つ
り
上
げ
る
な
ど
工
夫
し
た
。
傷
恥
も
小

さ
い
う
え
、
骨
を
切
ら
な
い
の
で
早
く
退

院
で
き
る
と
い
う
。

　

胸
骨
は
長
さ
三
十
″
・
‘
、
唱
五
J
…
i
T
ｔ
ｔ
ど

で
、
ろ
っ
骨
と
と
も
に
心
臓
や
肺
を
守
っ

て
い
る
。
従
来
は
胸
骨
全
体
を
ノ
コ
ギ
リ

で
縦
に
切
り
、
関
胸
し
て
い
た
が
、
退
院

ま
で
二
週
間
以
上
か
か
る
の
が
普
通
で
、

手
術
後
も
艮
い
臨
恥
が
残
る
。

　

内
祝
鏡
ｆ
術
で
は
、
お
な
か
と
胸
の
問

の
中
火
部
分
を
横
に
五
り
ほ
ど
切
開
し
、

同
母
の
裏
側
に
金
属
板
を
差
し
込
ん
で
胸

骨
を
持
か
上
げ
、
内
視
鏡
や
電
気
メ
ス
を

入
れ
て
胸
腺
を
摘
出
す
る
。
城
戸
医
長
は

こ
れ
ま
で
五
人
に
実
施
し
た
が
、
貫
症
筋

無
力
症
の
十
代
の
女
性
は
六
日
目
に
退
院

で
き
た
う
え
、
砺
恥
も
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
と
い
う
。

1
1
1
1
1
●
1
1
1
1
1
1
1
●
●
1
1
1
1
1
1
●
●
●
Ｉ

･･･････････････････････

筋
無
力
症
の
患
者
団
体

米
米
米
米
米
米
米

ホ
ー
ム

････

ペ
ー
ジ
を
開
設

　

］
･

　

全
身
が
だ
る
く
な
っ
た
り
す

る
難
病
「
重
症
筋
無
力
症
」
の

患
者
団
体
（
大
阪
）
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
た
。
だ
れ
に
も
相
談

で
き
ず
に
悩
ん
で
い
る
患
者
や

家
族
の
孤
独
感
を
少
し
で
も
和

ら
げ
、
一
般
の
人
に
も
筋
無
力

症
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
だ
。

　

大
阪
府
を
中
心
に
中
国
、
四

国
を
合
む
一
府
十
二
県
の
患
者

約
四
百
三
十
人
が
構
成
会
員
の

　

「
全
国
筋
無
力
症
友
の
会
大
阪

支
部
」
。
症
状
や
対
症
療
法
の

兌
月
'
　
^
l
i
(
W
?
3
O
≪
S
l
S
)
f
'
　
M

Ｘ
」
が
あ
る
。
各
国
の
患
者
団

体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
た
。

　

同
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ク
セ
ス
は
「
ｈ
ｔ
t
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ

‘
ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
r
.
　
Ｃ
Ｏ
.
　
j
p
／
t
ｍ
／
Ｍ

Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
／
」
。
問
い
合
わ
せ
は

浅
野
さ
ん
（
ｎ
６
・
８
２
１
・

2
7
1
8
J
へ
。
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一
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■編集後記・

　

千里山の急な坂道を、今日で何|口|驚ったかなーと思いながら歩い

ていると、急にものすごい吹雪となって来た。坂道は滑るし前は見

えない、北海辿の仲間たちは平気でこんな坂を登るのかなー、それ

にしても事･務所（支部長宅）は遠い。特に今日はしんどい、35年の

あゆみそのものだなどと考えながら忽く≒

　

先生方の講演タイトルを年皮別に整JIIIし、総会の資料やぢ真の選

別をする、山のような資料に埋もれながらも何とか先が見えてきた。

背の写真を探し出して、この時はこうだったなー、それにしても皆

若いなあ、昔話に花が咲いて于が111まる。支部長はもう限外で、頭

が痛いから小休止｡と叫ぶ。気合いだーと言いつつ作業を続行する。

　

資料を整理していく中で、なんと多くの先生方にご迷惑をかけ、

ご指導を頂きながら何の謝意も表して来なかったことか、反省しき

りである。私たちの人生は多くの人々の支えによって、今日がある

ということが良く分かった今回の編集作業だった。また、残念なが

ら人生を全うすることなく逝った仲間と写真で再会し、今ならば何

とか助かることができたのではないかと悔しい気持ちが残った。

　

なんとか「35年のあゆみ」編集の目処をつけ、支部長宅を出ると

手甲に明るい冬の午後の陽射しが輝やいていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（剛支部長垣渕

　

忠）

■編集メンバー

　　　　

浅野十糸了

　　　　

林

　

純子

姐渕

山辺

　

忠

英代

池山

　

公子

　

-|

正木ひとみ

大阪支部「35年のあゆみ」

河 弘治

○大阪支部35年のあゆみＣ

　

右
頁
の
「
大
阪
支
部
の
歌
」
は
、
正
岡
昭
先
生
が
大
阪
支
部
3
5
年
の
あ
ゆ
み
を
祝
し
て
作
詞
、
作
曲
し
て

下
さ
っ
た
も
の
で
す
。
先
生
は
昔
か
ら
外
科
医
で
あ
り
つ
つ
音
楽
の
人
で
あ
り
、
大
病
を
経
験
さ
れ
た
患
者

で
あ
り
、
人
は
病
を
負
う
た
時
、
自
然
は
こ
ん
な
に
も
美
し
く
胸
に
染
み
て
来
る
、
そ
ん
な
感
動
を
皆
と
分

か
ち
合
い
た
い
と
、
こ
の
歌
を
作
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
あ
さ
の
）

発行

　

||

　　

平成17年５月｜日発行

編集一発行

　

全国筋無力症友の会

　

大阪支部

　　　　　　　

〒565-0851

　

人阪府吹田市千里山西6－27－2

　　　　　　　　　　　　　

TEL 06(6821)2718　FAX 06(6821)2717

　　　　　　　

●ＨＰ

　　　

httｐ://ｗｗｗ.power.c０.jp/tm/MGOSK

　　　　　　　

●Ｅメール

　

mgosaka & power, co.jp

　　　　　　　　　　

■表紙デザイン

　　

今

　

竹

　　　

翠(みどり)

　　　　　　　　　　

■印刷･製本

　

(有)あゆみコーポレーション

※本誌､:1!･jl'･の無断転載、流川、放送了は閥くお断り致します
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